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１ 開催状況 

(1)日時・議員班編成 

 

開催日（ H27 年） 時間  
会場  

（各交流センター）  
担当班  

７月４日 (土 ) 午後２時～３時 30 分  

口   内  １班  

黒沢尻東  ２班  

江  釣  子  ３班  

黒沢尻西  ４班  

７月５日 (日 ) 
午前 10 時～ 11 時 30 分  

鬼   柳  １班  

飯   豊  ３班  

稲   瀬  ４班  

午後２時～３時 30 分  相   去  ２班  

７月６日 (月 ) 午後７時～８時 30 分  

立   花  １班  

更   木  ２班  

黒   岩  ３班  

和   賀  ４班  

７月７日 (火 ) 午後７時～８時 30 分  

黒沢尻北  １班  

二   子  ２班  

岩   崎  ３班  

藤   根  ４班  

 

班  総務常任委員会  教育民生常任委員会  産業建設常任委員会  

１班  

（７名） 

小  原  享  子  高   橋   光   博  川  邊  津  好  

高  橋  孝  二  及   川       誠  菅  野  豊  志  

  髙   橋   初   男    

２班  

（７名） 

三  宅    靖  佐  藤  惠  子  武  田    勝  

安  德  壽美子  星       俊   和  八重樫   善   勝  

八重樫  七   郎      

３班  

（６名） 

藤  本  金  樹  星    敦   子  藤  原    正  

高   橋   穏   至  小   原   敏   道  千   葉   一   夫  

４班  

（６名） 

阿  部  眞希男  梅   木    忍  齊  藤  律  雄  

佐   藤   ケイ子  鈴   木   健二郎  佐   藤   重   雄  
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(2) 地区別の参加者数 

地 区 H27.7 開催 

(第６回) 

H26.5 開催 

(第５回) 

H25.5 開催 

(第４回) 

H23.11 開催 

(第３回) 

黒沢尻北 9 11 9 9 

黒沢尻東 19 17 5 16 

黒沢尻西 14 17 16 15 

立  花 14 22 10 4 

飯  豊 14 19 11 19 

二  子 11 18 9 8 

更  木 20 26 30 33 

黒  岩 12 6 10 12 

口  内 14 7 26 5 

稲  瀬 13 17 12 7 

相  去 7 5 20 4 

鬼  柳 13 15 15 16 

江 釣 子 43 41 19 7 

和  賀 21 19 21 9 

岩  崎 12 18 21 13 

藤  根 42 19 31 5 

合 計 278 277 265 182 

 

参加者数の推移  
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(3)参加者の性別・年齢層（受付表記入者）  

 

① 性別 

男性 女性 性別未記入 

232 43 3 

 

 

 

《土曜日・日曜日開催会場》     《月曜日・火曜日開催会場》  

  

 

前回に比べ、女性参加者の割合が６ポイント増加しました。ま

た、平日よりも土日に開催した会場では、女性の参加者が多い傾

向が見られました。 
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② 年齢層 

40 歳未満 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 

7 14 24 166 64 

 

 

 

《土曜日・日曜日開催会場》     《月曜日・火曜日開催会場》  

  

 

 前回と同様に、60 代以上の参加者が全体の８割ほどを占めまし

た。開催する曜日による著しい差は見られませんでした。 
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(4) アンケート集計  

 

① 開催曜日について 

平日が良い 土日が良い その他 

149 82 17 

 

 

 

《土曜日・日曜日開催会場》     《月曜日・火曜日開催会場》  

  

 

 全体では、６割ほどが平日の開催が良いとの回答でした。しか

し、土日に開催した会場に限れば、土日が良いとの回答が半数以

上でした。 

 その他の中には、「曜日にはこだわらないが、夕方から夜にかけ

ての開催を希望する」等の意見がありました。 
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② 開始時間について 

ちょうど良い 遅い 早い 

181 35 33 

 

 

 

《土曜日・日曜日開催会場》     《月曜日・火曜日開催会場》  

  

 

ちょうど良いという回答が７割以上でした。土日に開催した会

場からは、開始時間が早いという回答が３割弱ありました。 
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③ 所要時間(１時間 30 分)について 

長い ちょうど良い 短い 

17 204 26 

 

 

 

《土曜日・日曜日開催会場》     《月曜日・火曜日開催会場》  

  

 

ちょうど良いという回答が８割以上でした。土日に開催した会

場に比べると、平日に開催した会場では、所要時間が長いという

回答がやや多めでした。 
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④ 議員の説明について 

分かりやすかった 分かりにくかった どちらとも言えない 

157 23 70 

 

 

 

⑤ 意見交換の手法(ワークショップ)について 

話しやすかった 話しにくかった どちらとも言えない 

189 11 50 
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議会報告 
 

平成 27 年６月定例会の補正予算に 

関する審議について報告しました。 
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≪地域情報システム・コミュニティＦＭ≫ 

№ 質問・意見・要望 回答・対応 

1 

なぜ市ではコミュニティＦＭをやろうと

していて、なぜ議会では反対しているのか。

地域情報システム整備事業を削除する修正

案が可決された理由は。 

全国各地で様々な災害が多発している中で、情報を伝える

手段が必要だという認識は共有していますが、様々な手法が

考えられます。６月議会で提案のあった地域情報システム整

備事業は、コミュニティＦＭありきの調査ではないのかとい

う点に議論が集中しました。コミュニティＦＭに限定しない

で、総合的に検討すべきとの討論があり、採決の結果、13

対 12 で修正案が可決されました。 

2 

６月議会で削除された 324万円の調査は、

昨年度に実施されなかった調査とどのよう

に違うのか。 

昨年度に計画されていた調査は、コミュニティＦＭ局を開

局するための電波調査でしたが、事業の凍結で実施されませ

んでした。今回予算計上された調査は、コミュニティＦＭ局

の持続的な運営条件についての調査が中心でしたが、コミュ

ニティＦＭに限定しない幅広い調査が必要だとの議論があ

りました。 

3 

コミュニティＦＭは防災だけでなく文化

創造の側面もある。黒字になりさえすればコ

ミュニティＦＭは進めてよいということな

のか。本当に必要なのか、市民が求めている

のかという視点が大切ではなかったのか。調

査費まで削除したのはどうだったのか。 

まちづくりのツールとして必要ではないかという意見も

出されました。防災だけでなく、まちづくりの観点からも考

えながら、最終的にはどのような手法が良いのか議論してい

ます。 

4 

既存のケーブルテレビでさえ十分に活用

できていない中で、さらに赤字になるかもし

れないコミュニティＦＭというのはいかが

か。携帯電話など、あるものを活用するとい

う考え方が良いのではないか。 

コミュニティＦＭに限らないで幅広い調査をし、情報を伝

える手段を整備すべきという議論が行われました。携帯電話

の活用も有効ですが、災害時の情報伝達は１つの手段で完璧

というものはないので、全体でどうあれば良いのかを検討し

ています。 

5 

各地で豪雨などの災害が発生しており、こ

れまでも台風で大被害を受けている地域な

ので、市民の安全安心のために情報を伝える

手段を早急に整備してもらいたい。有効な手

段はないのか。議会の代案はあるのか。 

情報を伝える手段の必要性は認識しているので、議会では

コミュニティＦＭに限定しないで検討し、ポケベル波の防災

ラジオについて研究しました。このシステムは、電波が届き

やすく、地域などを限定した情報の流し方もできますが、専

用の受信機が必要となります。平成 27 年８月に、議会とし

て市長に提言した上で、担当部との協議を始めています。 

6 

ポケベル波の防災ラジオは、災害時以外に

も活用できるのか。 

災害時に限らず活用できます。例えば、地域を指定して情

報を流すこともできるので、地域づくりへの活用も可能で

す。 
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№ 質問・意見・要望 回答・対応 

7 

情報を受けるだけでなく、地域の情報を発

信できるような方法が欲しい。 

議会で調査しているポケベル波の防災ラジオでは、発信局

の増設が可能なので、地域での情報発信にも活用できるシス

テムとなっています。 

8 

ポケベル波の防災ラジオを導入するため

には、どの程度のコストが必要なのか。 

導入費用はコミュニティＦＭよりも高額になると見込ま

れますが、国の補助制度の対象になるため、軽減は可能と思

われます。 

9 

ポケベル波の防災ラジオを導入する場合

には夏油高原スキー場にアンテナを建てる

のか。そのメンテナンスはどうなるのか。 

スキー場に送信局(アンテナ)を建てると、市内全域はもち

ろん、もっと広範囲まで電波が届くとのシミュレーションが

あります。奥州市にメンテナンスできる会社があるので対応

可能です。 

10 

今どれほどの人がラジオを聞いているも

のなのか。コミュニティＦＭについては、採

算性についても重要だが、そのあたりを明ら

かにしてほしい。 

ＦＭ岩手に委託している『さくら咲クラジオ』でも聴取率

の調査は行われていません。リクエストなどの反応もあるこ

とから、ある程度の聴取者はあると思われます。コミュニテ

ィＦＭの採算性については、調査費を削減したために本格的

な調査はできませんが、全国の約 280局の８割近くが赤字と

言われており、自治体の補助制度などにより、なんとか運営

しているようです。 

11 
全国のコミュニティＦＭ局の赤字の原因

は何か。 

全国的な傾向としてＣＭ収入が減っていることもあり、運

営は厳しくなっているようです。 

12 

コミュニティＦＭについて外部評価を行

った政策評価委員会は、どのような人が委員

になっているのか。 

 北上市政策評価委員会の委員は 10 人以内という規定にな

っています。現在の委員は 10 人で、大学の教授・研究員、

ＮＰＯ法人理事長、監査法人役員等によって構成されていま

す。 

13 
国体に向けてコミュニティＦＭが必要で

はないか。 

国体は平成 28年 10月開催のため、今から準備しても本格

運用は難しい状況です。 

14 

情報伝達について、山間部に届かなかった

り、雨の日には聞こえないようなことでは困

ると思うが、どのように検討されているの

か。 

 天候や地形も考慮し、情報伝達手段を検討しています。 

15 

一関市では、防災ラジオを無料配布してい

るが、あまり活用されていないという話も聞

く。このような市民に意見を聞く場をもっと

設けてほしい。 

 一関市での専用受信機の活用状況までは把握しておらず、

今後、調査したいと思います。また、情報伝達手段の検討に

際しては、市民との意見交換も実施する予定となっていま

す。 
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№ 質問・意見・要望 回答・対応 

16 
情報伝達について、当局と議員とで話し合

うことがあってもよいのではないか。 

議会として調査研究している内容は、当局に提言し、担当

部との協議を始めています。 

17 

更木地区はケーブルテレビが映らないの

で、情報を得るための手段を考えてほしい。

また、更木では花巻市のコミュニティＦＭを

受信できるが、それを利用できないだろう

か。 

 情報伝達手段を具体的に検討しているところですが、実際

に広域の市町村でコミュニティＦＭを運営しているケース

もあり、広域でのコミュニティＦＭの活用も検討します。 

18 

ＦＭ岩手の『さくら咲クラジオ』の運営は、

市がどう関わっているのか。 

『さくら咲クラジオ』は平成 24 年度から放送しています。

市では、県の緊急雇用創出事業を活用し、年間 3,000万円程

の委託料を支出しています。なお、今年度で終了の見通しと

なっています。 

 

 

 

≪街路灯のＬＥＤ化≫ 

№ 質問・意見・要望 回答・対応 

19 

街路灯ＬＥＤ化の補助金について、該当す

る市内の街路灯はどの程度あるのか。また、

単年度事業なのか、それとも複数年の継続事

業なのか。 

市内で該当する街路灯は約 2,800 灯あります。来年度以降

についての具体的な計画は聞いていませんが、非ＬＥＤの街

路灯はまだ多く、今後複数年続く事業だと認識しています。 

20 

街路灯の補助金への申請が多かった場合

には、どのような選考をするのか。今回の補

助を受けられなかった自治会等から要望が

多かった場合にはどうなるのか。 

今年度は、140灯分の予算となっております。申請が多か

った場合には、壊れている箇所や、経年劣化が著しいもの、

消費電力が大きいものなどが優先されます。要望が多く、補

助を受けられない団体が多いようであれば、制度の課題とし

て議会としても取り上げていくことになります。 

21 

街路灯のＬＥＤ化について、地域で予算化

をしておらず対応が難しい。電気代を全額出

してもらっているので自治会では困ってい

ない。補助金を出すより、市が実施した方が

良いのではないか。 

 地域の現状が厳しいのは承知しておりますが、自治会が所

有する街路灯を市が直接改修することはできないため、補助

金制度を設けています。現状については、当局へ申し伝えま

す。 

22 

市で管理している街路灯は平成 26 年度に

ＬＥＤ化しており、地域間での不公平感があ

るのではないか。負担金なしで実施するべき

ではないか。 

 市で管理している街路灯については、当然市が整備しなけ

ればなりませんが、地域で管理している街路灯全てを負担金

なしで整備するのは、財政面（税の公平性）から難しいと思

われます。 
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№ 質問・意見・要望 回答・対応 

23 

街路灯のＬＥＤ化について、市のアンケー

トには地元負担は 10,000 円以下が良いと回

答したが、そうならなかったのはどういうこ

とか。 

 当事業は、地域が管理している街路灯について、ＬＥＤ化

によって電球や蛍光灯の使用期間が延びることから、削減で

きる交換に係る経費を勘案してこの負担額となっています。 

地元負担は少なければ少ない方が良いということは理解

しますが、他市の状況、財政面等総合的に検討した結果、当

市では対象経費の４分の３に当たる金額を補助することに

なったものです。器具を交換する場合は、約５万円かかると

想定しており、地元負担は 12,500円程度となります。 

24 

昨年までは街路灯については地域から市

に要望し、地域の負担なしで市が設置してい

た。なぜこういった補助金制度に変わったの

か。中心部の設置が終わったので、周辺部は

自分達でやれということなのか。 

今後も要望に基づいて市が設置することになりますが、要

望数に対し年間設置数が限られているため、要望からかなり

待っていただいている状況です。この補助金制度で新設も可

能ですので、活用をご検討願います。 

25 

今春に、各区に街路灯１本を無料で設置し

てくれるという話を聞いたが、それと今回の

補助は別件なのか。 

 地域からの街路灯設置要望に基づいて、市内に毎年 20 灯

前後を市が設置しておりますが、それと今回の補助制度は別

件です。 

26 
ＬＥＤ照明の設置等の費用の根拠は。 調査の上で算出した一般的な金額をもとに補助額が設定

されています。 

27 

ＬＥＤ化補助金の申請時に、工事金額の見

積書を添付することになっているが、どうい

う意味なのか。自治会で作成するものか。 

街路灯の交換のみの場合や、支柱の新設や交換の場合など

工事内容によって補助額が変わるために見積書が必要とな

ります。見積書は自治会で作成するものではなく、業者に依

頼してください。 

28 
ＬＥＤ照明も 10年程で寿命が来るので、

市全体を 10年計画で進めるべきではないか。 

 当局へ申し伝えます。 

 

 

 

≪多面的機能支払交付金≫ 

№ 質問・意見・要望 回答・対応 

29 

多面的機能支払交付金の単価はいくらな

のか。 

10a 当たりの交付単価は、田で農地維持支払交付金が

3,000 円、資源向上支払交付金のうち、共同活動が 2,400円、

長寿命化が 4,400円となっております。 
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№ 質問・意見・要望 回答・対応 

30 

多面的機能支払は活用されているのか。 平成 26年度までは 32 組織が取り組んでいましたが、今年

度は 43 組織の見込みであり、順調に活用されていると理解

しています。 

31 

多面的機能支払交付金は何年間かの限定

のものか。 

平成 30年以降は未定と聞いています。農業者だけでなく、

地域の活性化にもつながるものであり、議会としても継続を

要請していきたいと考えます。 

32 

多面的機能支払交付金について、市の負担

は。 

 

全体の２分の１は国が負担し、残りを県と市が４分の１ず

つ負担しています。 

33 

交付金が適正に使われているのか議会で

も検証しているのか。 

県、市、及び事務支援や普及活動を支援する役割の岩手県

地域協議会で監査されていますが、議会でも注視していきま

す。 

34 

活動に参加した人に支払うというもので

あれば、奉仕の精神が損なわれるのではない

か。 

交付金の使途は、取り組む組織によって様々ですので、こ

れまでの地域のやり方を崩さずに交付金を活用することも

可能と思われます。 

35 

多面的機能支払制度は、市道から農道へ格

下げして活用することもできると聞いたが、

この制度を利用すべきではないか。 

 市道から農道へ格下げして多面的機能支払制度を活用す

るには、その対象となる市道が今後農道として地域が管理し

ていく道路であるのかを地域に確認する必要があります。道

路舗装を実施するために、市道を一時的に格下げすることは

不適切であり、本制度では対象になりません。 

36 
市の担当課について、農林部や都市整備部

で分かりづらいものがある。 

多面的機能支払交付金についての市の担当課は、農林部農

林企画課となっております。 

 

 

 

≪その他≫ 

№ 質問・意見・要望 回答・対応 

37 

勤労者体育センターの改修はいつになる

のか。北上には武道に関する施設が貧弱なの

で、やはり武道館が必要ではないか。 

『勤労者体育センター等整備調査事業』は整備手法の調査

であり、具体的な改修が決まっているわけではありません。

武道館は、スポーツ推進計画を策定する中で検討することに

なります。 

38 
和賀庁舎の有効活用を。この地域の良さを

生かしたものになるよう願いたい。 

  和賀庁舎を改装し、博物館の一部の展示を行う予定となっ

ています。今後も活用について検討していきます。 
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№ 質問・意見・要望 回答・対応 

39 

市道等の草刈りで、通行者に損害を与えた

際の補償について、市で保険のような対応策

を検討してほしい。 

地域で市道の草刈り等を実施する場合には、事前に届け出

をしていただくと、保険の適用対象となります。手続き等は

担当の財政課にご相談願います。 

40 

情報システムについて、携帯電話を使った

連絡システムも検討してほしい。 

 防犯については、登録制メール配信により現在も実施して

います。平常時の地域情報などについては、実施している自

治体もあるので、市当局に、このような意見があった旨を伝

えます。 

41 

自殺対策や子どもの貧困対策について、市

ではどのように行っているのか。 

≪自殺対策≫ 

自殺者は、平成 22 年度の 40 人をピークに 25年が 27人、

26 年が 24人と減少傾向となっています。市では、自殺対策

の一つとして「こころの体温計」というストレスやいじめの

サインを診断できるシステムを市のホームページからアク

セスできるようにしています。そのほか、うつスクリーニン

グの実施や庁内に自殺対策連絡会議の設置等をしています。 

≪子どもの貧困対策≫ 

①高校生等や大学生等を対象に奨学金の貸与事業を行って

います。（平成 25 年度は高校生等 6 名、大学生等 91 名の計

97 名。26 年度は高校生等 4 名、大学生等 87 名の計 91 名に

貸付） ＊継続も含む 

②要保護及び準要保護児童・生徒を対象に、学用品・給食費・

医療費・修学旅行等の援助を行っています。（小学生 281 人、

中学生 164人） 

42 

北上地域プレミアム商品券は、お金と暇が

ある人だけが得をする方策だと思われる。も

っと別の方法が良いのではないか。 

 平成 27 年４月に販売したプレミアム商品券については、

被災者や低所得者に配布することとしており、広く支援する

方法を取っております。 

43 

ＩＬＣは北上にどう関係するのか。 ＩＬＣ関連産業に参入できる企業にとっては大きなチャ

ンスであることから、市内企業に周知すると共に、参入でき

る企業がないか探っていきたいと考えております。 

44 

工業・技術系の大学が必要ではないか。  市でも必要性を認識しており、平成 15 年より市内に岩手

大学金型技術研究センターを設置し、地域の金型関連企業に

おける技術力の高度化を図ると共に、研究開発や人材育成に

力を入れております。 
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№ 質問・意見・要望 回答・対応 

45 

農振の解除をもっと簡単にできないか。例

えば、農業委員会が現地を見て判断していく

ような改正をしていくべきではないか。 

農振除外は、農地転用を希望する農地が農振地域内の農用

地であった場合に行う手続きです。農振除外するためには、

申出者は農用地の利用計画変更（農振除外）を市に申出を行

い、その内容が計画変更（農振除外）の要件とすべて合致し、

各関係機関（農業委員会等）、からの同意、県からの同意が

得られた場合、市が計画変更（農振除外）の手続きを行いま

す。手続き後、30 日間の公告縦覧、15 日間の異議申立期間

（どちらも市民からの意見聴取）を経て計画変更の決定が行

われ、農振農用地からの除外となります。これらは、県の同

意確認以外はすべて法律の基づいて行われております。 

市が策定した計画について、関係団体及び市民からの意見

を聴取した上で計画変更を行なっており、市の農業振興にと

って重要な計画の変更と考えております。 

46 

中部病院の通りの水道管を取り付ける際

に地面を掘ったが砂利道のままであり、歩行

や自転車での通行に支障がある。雪が降る前

に舗装してほしい。 

 道路占用者である岩手中部水道企業団により、８月には舗

装工事を完了したことを確認しました。 

47 

後藤野工業団地に北上プライウッドが稼

働し始め、大型トラックが毎朝４～５台来て

いる。交通量が多くなってきており、県道へ

の歩道設置が必要ではないか。 

そのような声があることは認識しており、市では後藤野野

中線の歩道設置と道路の拡幅整備を県に要望しています。県

からは、今後の交通量の推移や県全体の進捗等を踏まえ検討

するが、早期の事業化は難しいとの回答でした。 

48 
孫屋敷の幹線６ｍ道路の舗装整備を早急

にやってほしい。 

当局へ申し伝えます。他の状況も勘案しながらの検討とな

ります。 

49 

黒岩の神行田線鴻之巣線の残部分の除雪

がされないので、冬は出かけられないほど大

変な状況になっている。 

産業県建設常任委員会の委員長と副委員長で現地の確認

を行いました。原則、未舗装道路は除雪しないこととなって

おりますが、地域の人が小型除雪機などで道路の除排雪をす

る場合に支援を行う「地域除排雪制度」の活用も考えられま

すので、道路環境課へご相談下さい。 

50 

道路の除雪はチェックする体制が必要で

はないのか。チェックされないと改善につな

がらないのではないか。 

除雪の状況はＧＰＳで管理しており、毎回巡回して確認す

るという体制にはなっていませんが、苦情の多い箇所等の状

況確認を行い、改善の指示が出されています。また、除雪車

の増強などにより、苦情件数は減少しております。 
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・
発
展
の
余
地
が
あ
る

 

・
古
城
場
の
公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る

 

・
災
害
が
少
な
い
と
こ
ろ
が
良
い

 

・
川
岸
（

1
5区

）
は
と
て
も
行
き
届
い
て
い
る

 

・
特
に
若
い
世
代
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
少
な

く
な
っ
て
い
る

 

・
地
域
と
関
わ
り
を
持
ち
た
が
ら
な
い
人
が
多
い

 

・
2
0
区
６
班
は
近
所
付
き
合
い
が
薄
く
、
高
齢
者

が
多
く
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
隣
近
所
に
知
ら
せ

る
設
備
も
な
い

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
高
齢
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
行
政
が
無
関
心

 

・
老
人
施
設
は
、
費
用
が
高
く
、
数
も
少
な
い

 

・
老
人
施
設
は
低
料
金
で
も
入
れ
る
施
設
が
ほ
し
い

 

・
市
議
会
議
員
が
も
っ
と

16地
区
の
活
動
に
関
わ
っ
た
ほ
う
が
良
い

 

・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
き
れ
て
い
な
い

 

・
介
護
保
険
料
に
苦
し
ん
で
い
る

 

・
県
内
外
か
ら
来
る
人
へ
の
接
し
方
が
良
い

 

・
雪
が
多
い
こ
と
に
対
応
し
て
北
上
駅
に

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る

 

・
人
が
集
ま
る
ま
ち
に
し
て
は
、

落
書
き
が
ほ
と
ん
ど
な
い

 

・
企
業
誘
致
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る

 

・
横
断
歩
道
や
信
号
な
ど
、
車
社
会
に
対
応
す
る
点
検
が
必
要

 

・
国
道

10
7
号
に
信
号
機
が
少
な
い
（
特
に
大
型
ス
ー
パ
ー
の
前
）

 

・
里
分
５
地
割
孫
屋
敷
環
線
拡
幅
し
な
い
と
通
行
で
き
な
い

 

・
諏
訪
町
の
一
方
通
行
と
歩
道
と
自
転
車
道
の
入
り
口
や
チ
ェ
ー
ン
が
悪
い

 

・
毎
年
除
雪
に
苦
労
し
て
い
る

 

・
北
上
川
が
増
水
す
る
と
川
岸
団
地
、
東
川
岸
が
崩
れ
る
心
配
が
あ
る

 

・
北
上
川
の
増
水
で
水
害
の
心
配

 

・
北
上
に
魅
力
が
感
じ
て
観
光
に
来
る
人
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か

 

・
小
学
校
の
学
級
数
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
（
黒
東
小
は

多
く
、
黒
西
小
は
少
な
い
）

 

・
東
小
学
校
を
新
し
く
し
て
ほ
し
い
（
ト
イ
レ
に
行

き
た
が
ら
な
い
子
ど
も
が
多
い
）

 

・
ご
み
焼
却
の
料
金
が
高
い

 

・
近
所
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
が
悪
い

 

・
16地

区
の
代
表
な
ど
の
世
話
役
の
報
酬
が
少
な
い
ま
た
は
無
い

 

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
工
夫
が
足
り
か
な
っ
た
の
で
は

 

・
夏
油
高
原
ス
キ
ー
場
を
何
と
か
年
中
利
用
で
き
る
計
画
と
し
て
ほ
し
い

 

・
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
施
設
が
必
要

 

・
若
い
人
が
集
ま
る
よ
う
に
大
学
誘
致
は
ど
う
か

 

・
中
心
部
の
集
客
が
悪
く
、
街
中
が
寂
し
い

 

・
中
心
部
の
ド
ー
ナ
ツ
化
で
少
子
化

 

・
空
き
家
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

 

・
あ
じ
さ
い
型
の
ま
ち
づ
く
り
は
良
い

 

・
学
校
や
病
院
が
近
い

 

・
交
通
の
便
が
昔
よ
り
良
く
な
っ
た

 

・
年
金
の
金
額
が
少
な
い

 

・
雇
用
が
良
い
と
い
う
が
、
正
社
員
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か

 

・
子
ど
も
が
他
県
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
遺
品
の
整
理
な
ど
、

家
の
中
の
整
理
を
考
え
る
と
心
配
に
な
る

 

・
ゴ
ミ
当
番
が
徹
底
し
て
い
る

 

・
県
内
で
一
番
住
み
や
す
い
と
実
感
し
て
い
る

 ・
真
面
目
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
多
い
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黒
沢
尻
西
①

 

・
病
院
、
市
役
所
、
百
貨
店
、
郵
便
局
が
近
く
て
便
利
  

・
身
近
な
商
店
が
も
っ
と
あ
れ
ば
い
い
が
、
他
の
地
区
に

比
べ
る
と
恵
ま
れ
て
い
る
 

・
黒
沢
尻
西
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
は
利
用
者
が
多
い
 

・
除
雪
が
不
十
分
で
あ
り
、
交
差
点
の
雪
を
除
い
て
ほ
し
い
 

・
雪
捨
て
場
が
な
い
 

・
国
道
４
号
の
除
雪
の
回
数
が
少
な
く
な
っ
た
と
感
じ
る
 

・
除
雪
が
下
手
で
あ
り
、
も
っ
と
丁
寧
に
し
て
も
ら
い
た
い
 

・
除
雪
は
業
者
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
の
で
、
小
学
校
周
辺
は
市
で
監
視
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
。
 

・
除
雪
し
た
雪
を
片
付
け
る
の
は
高
齢
者
に
は
大
変
 

・
交

流
セ

ン
タ

ー
へ

の
施

設
の

充
実

や

人
的
配
置
を
お
願
い
し
た
い
 

・
小
学
生
の
挨
拶
は
う
れ
し
い
 

・
子
ど
も
た
ち
の
挨
拶
が
良
い
 

・
北
上
は
自
然
が
豊
か
 

・
自
然
が
多
く
美
し
い
 

・
湧
水
が
多
い
 

・
未
就

学
児
を

対
象

と
し
た

ミ
ニ
ミ

ニ
運

動
会

を
開
始
し
て
父
母
に
喜
ば
れ
て
い
る
 

・
空
き
家
が
多
い
 

・
空
き
家
周
辺
の
雑
草
が
気
に
な
る
 

・
地
主
が
不
在
の
空
き
地
の
草
対
策
に
困
っ
て
い
る
 

・
ア
パ
ー
ト
で
は
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
 

・
ゴ
ミ
出
し
に
つ
い
て
、
対
象
地
区
外
か
ら
の
持
ち
込
み
が
あ
る
の
で
、

ル
ー
ル
の
徹
底
が
必
要
 

・
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
目
に
す
る
 

・
ア
パ
ー
ト
へ
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
指
導
し
て
ほ
し
い
 

・
集
合
住
宅
の
ゴ
ミ
対
策
が
必
要
 

・
市
街
地
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化
が
深
刻

 

・
西
小

学
校

の
児
童

が
減

少
し
て

い
る
の

で
、

学
区
の
見
直
し
は
柔
軟
に
 

・
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

を
と
る

た
め
に

も
、

小
中
高
校
生
が
十
分
に
遊
べ
る
場
が
必
要
。
 

・
タ

バ
コ

の
ポ

イ
捨

て
が

未
だ

に
あ

る

の
で
条
例
化
し
て
ほ
し
い
 

・
駅
前
通
り
の
花
壇
が
良
い
 

・
街
の
中
に
ゴ
ミ
が
な
い
 

・
地
域
の
ま
つ
り
の
山
車
や
囃
子
に
補
助
金
を
多
く
し
て
ほ
し
い
 

・
さ
く

ら
ま

つ
り
の

時
の

お
い
ら

ん
道
中

は
大

変
そ
う

な
の

で
補

助
し
て
は
ど
う
か
 

～
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・
九
年
橋
が
完
成
し
て
大
変
良
く
な
っ
た

 

・
九
年
橋
が
開
通
し
た
 

・
黒
沢
川
の
バ
イ
パ
ス
工
事
が
完
成
し
た
よ
う
で
良
い
 

・
水
道
の
水
が
良
い
 

・
挨
拶
が
活
発
で
は
な
い
 

・
旧

北
上
病

院
跡

地
利

用
に

つ
い

て
、
早

期
に

結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
 

・
ど
こ
と
は
言
わ
な
い
が
、
高
額
請
求
す
る
飲
み
屋
が
あ
る
 

・
公
共
施
設
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
の
は
良
い
こ
と
 

・
観
光
資
源
が
多
い
 

・
温
泉
が
近
い
 

・
元
気
な
高
齢
者
が
ま
ち
づ
く
り
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
 

・
農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
と
生
産
体
制
整
備
が
必
要
 

・
食
料
自
給
率
を
上
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
 

・
休
耕
田
の
活
用
と

し
て
、
市
民
が
利
用
で
き
る

た
め
の
整

備
が
必
要
 

・
生
垣
の
手
入
れ
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
 

・
通
学
路
の
歩
道
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
 

・
黒
西
小
の
通
学
路
の
表
示
が
な
い
 

・
北
上
郵
便
局
の
裏
は
道
路
が
狭
い
の
で
、
用
水
路
に
フ
タ
が
必
要
 

・
歩
道
の
未
整
備
が
多
い
 

・
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
 

・
中
央
図
書
館
西
側
の
歩
道
が
で
こ
ぼ
こ

 

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
遅
れ
て
い
る
 

・
カ
ラ
ー
舗
装
だ
け
で
な
く
、
は
っ
き
り
と
歩
道
と
車
道
を
分
け
る
べ
き
 

・
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
に
疑
問
が
あ
る

 

・
地
域
計
画
と
し
て
側
溝
の
フ
タ
を
順
次
交
換
す
る
よ
う
に
と
し
て
い
ま

す
が
、
進
ん
で
い
な
い
 

・
街
路
灯
の
柱
の
間
隔
を

30ｍ
に
変
更
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
 

・
大
通
り
三
丁
目
四
丁
目
は
街
路
灯
が
離
れ
て
、
歩
道
が
暗
い
 

・
街
路
灯
は
防
犯
上
か
ら
必
要
 

・
旧
北
上
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
に
は
防
犯
灯
が
必
要
 

・
「
県
道
相
去

飯
豊
線
大

通
り
三
丁

目
か

ら
本
通
り

一
丁
目
（
旧

新
町
通

り
）

地
内
の
道
路

拡
幅
整

備
」
に
関
す

る
請
願

書
（
平
成
９

年
２

月
）
以
後
は

ど
う

な
っ
て
い
る
か
 

・
７

区
に

あ
っ

た
北

上
病

院
の

宿
舎

は

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
 

・
意
見
を
言
わ
な
い
人
が
多
い
 

・
上
流
の
下
水
を
完
全
に
処
理
し
て
ほ
し
い
 

・
野
良
猫
の
餌
付
け
へ
の
対
策
を
お
願
い
し
た
い
 

・
医
院
の
数
が
多
い
 

・
開
業
医
が
多
く
て
安
心
 

・
米
が
お
い
し
い
 

・
北
上
は
北
東
北
の
十
字
路
で
、
交
通
の
便
が
良
い
 

・
工
業
の
集
積
が
東
北
有
数
 

・
選
り
好
み
し
な
け
れ
ば
仕
事
は
あ
る
 

・
雇
用
の
場
が
多
い
 

・
す
ば
ら
し
い
民
俗
芸
能
に
恵
ま
れ
て
い
る
 

・
公
園
の
草
刈
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
す
る
と
集
合
し
て
く
れ
る
 

・
小
中
高
校
生
や
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
る
 

・
林
業
振
興
が
遅
れ
て
い
る
 

・
展
勝
地
の
工
事
が
長
過
ぎ
る
 

・
世
帯
数
に
差
が
あ
る
の
で
区
割
り
の
再
検
討
が
必
要
 

・
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
利
用
料
が
高
い
 

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
内
容
充
実
と
、
ス
ポ
ン
サ
ー
確
保
が
必
要
 

・
最
期
ま
で
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
良
い
 

・
消
火
栓
の
点
検
が
必
要
で
は
な
い
か
 

黒
沢
尻
西
②
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立
花

 

・
市
内
に
は
飲
食
店
が
多
い

 

・
立
花
は
市
の
中
心
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い

 

・
街
に
近
く
、
生
活
に
便
利

 

・
交
通
の
便
が
良
い

 

・
高
齢
者
世
帯
が
多
い

 

・
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

 

・
北
上
の
名
物
が
足
り
な
い

 

・
少
子
化
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
の
対
策
が
不
足

 

・
保
育
園
が
足
り
な
い

 

・
北
上
駅
前
が
さ
み
し
い

 

・
小
中
学
校
の
統
合
を
早
く
し
て
ほ
し
い

 

・
小
学
校
の
統
廃
合
の
具
体
的
な
展
望
が

ほ
し
い

 

・
文
化
的
遺
産
が
あ
る

 

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
る

 

・
湧
き
水
の
遊
歩
道
が
す
て
き

 

・
北
上
は
山
も
川
も
平
地
も
あ
っ
て
、

岩
手
で
一
番
住
み
や
す
い

 

・
自
然
環
境
が
良
い

 

・
立
花
は
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る

 

・
展
勝
地
は
北
上
川
と
の
組
み
合
わ
せ
が
良
い

 

・
展
勝
地
公
園
が
あ
る

 

・
市
の
中
心
部
か
ら
里
山
が
見
え
る

 

・
里
山
と
集
落
の
た
た
ず
ま
い
が
良
い

 

・
夕
日
が
見
え
る

 

・
空
気
が
き
れ
い

 

・
地
域
行
事
、
ま
つ
り
な
ど
の
活
動
が
盛
ん

 

・
若
い
世
代
が
立
花
で
起
業
で
き
る
よ
う
な
情
報
提
供
が
必
要

 

・
各
種
の
会
議
や
行
事
等
に
若
い
人
の
参
加
が
少
な
い

 

・
市
職
員
の
地
域
活
動
が
不
足
し
て
い
る

 

・
公
共
下
水
道
が
入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

 

・
下
水
道
が
な
い

 

・
立
花
の
下
水
道
の
面
積
が
狭
い

 

・
ト
イ
レ
を
水
洗
に
し
て
ほ
し
い

 

・
農
業
振
興
地
域
で
宅
地
が
少
な
い

 ・
定
住
化
の
取
り
組
み
が
不
足
し
て
い
る

 

・
空
き
家
が
多
い

 
・
さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
の
交
通
渋
滞
の
解
消
が
必
要

 

・
展
勝
地
の
交
通
状
況
に
改
善
が
必
要

 

・
さ
く
ら
ま
つ
り
の
際
に
、
山
の
方
に
も
出
店
さ
せ
て
は
ど
う
か

 

・
堤
防
が
計
画
通
り
に
完
成
し
て
い
な
い

 

・
道
路
が
狭
く
て
曲
が
っ
て
い
て
整
備
さ
れ
て
い
な
い

 

・
17区

は
特
に
道
路
が
狭
い

 

・
防
災
面
か
ら
も
道
路
環
境
の
整
備
が
必
要

 

・
道
路
事
情
が
良
く
な
い

 

・
道
路
の
改
良
が
不
足

 

・
立
花
小
学
校
の
通
学
路
に
歩
道
が
な
い

 

・
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
は
、
も
っ
と
賑
わ
い

の
あ
る
よ
う
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い

 

・
里
山
を
生
か
し
き
れ
て
い
な
い

 

・
里
山
が
悪
い

 

・
展
勝
地
は
、
桜
の
後
は
ツ
ツ
ジ
だ
け
な
の
で
、
年
間
と
通
し

て
花
を
植
え
る
な
ど
、
通
年
の
公
園
と
考
え
て
は
ど
う
か
。

 

・
公
園
管
理
プ
ロ
が
い
な
い
の
で
手
入
れ
が
悪
い

 

・
展
勝
地
の
運
営
に
疑
問
が
あ
り
、
国
際
化
へ
の
対
応
や
収
益

事
業
の
企
画
が
必
要
で
は
な
い
か

 

・
休
耕
地
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
な
い

 

・
耕
地
が
狭
い

 

・
農
業
の
後
継
者
が
い
な
い

 

・
農
業
後
継
者
の
先
細
り

 

・
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
の
Ｐ
Ｒ
が
も
っ
と
必
要

 

・
市
内
に
は
、
働
く
場
所
が
あ
る

 

・
就
職
先
が
多
い

 

・
市
全
体
で
は
工
業
が
盛
ん

 

・
税
金
が
高
い

 

・
人
口
は
微
減
、
世
帯
は
微
増
し
て
い
る

 

～
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飯
豊

 

・
北
上
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る

 

・
飯
豊
に
は
工
業
団
地
も
農
地
も
ス
ー
パ
ー
も
あ
り
、

偏
っ
て
い
な
い

 

・
病
院
が
近
い

 ・
企
業
が
多
い

 

・
誘
致
企
業
が
う
ま
く
進
出
し
て
い
る

 

・
中
部
病
院
前
の
道
路
の
交
通
量
が
増
加
し
て
い
る
が
、
運
転
マ
ナ
ー
が
悪
い

 

・
救
急
車
の
音
が
う
る
さ
い

 

・
生
活
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る

 

・
飯
豊
地
区
は
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る

 

・
道
路
の
新
設
計
画
が
進
ん
で
い
な
い

 

・
歩
道
は
広
い
方
が
良
い

 

・
道
路
側
溝
（
排
水
溝
）
が
な
い

 

・
国
道
４
号
交
差
点
の
信
号
機
や
右
折
レ
ー
ン
と
い
っ
た
整
備
が
良
く
な
い

 

・
街
路
灯
が
少
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

 

・
道
路
が
暗
い

 

・
大
卒
の
就
職
先
が
少
な
い

 

・
学
歴
が
高
い
人
の
仕
事
が
少
な
い

 

・
介
護
施
設
（
特
に
療
養
型
介
護
施

設
）
が
充
足
し
て
い
な
い

 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
少
な
い

 

・
16地

区
の
交
流
セ
ン
タ
ー
の
事
業
や
補
助
金
に
格
差
が
あ
る

 

・
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
歩
い
て
来
れ
な
い

 

・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
完
全
で
は
な
い

 

・
公
共
交
通
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
が
不
便

 

・
中
部
病
院
に
近
い
が
、
紹
介
状
が
必
要
な
の
は
不
便

 

・
個
人
病
院
が
少
な
い
と
感
じ
る

 

・
地
域
の
協
働
に
協
力
的

 

・
町
民
運
動
会
が
活
発
で
、
約

30
0
0
人
が
参
加
す
る

 

・
飯
豊
地
区
の
運
動
会
が
盛
大
で
良
い

 

・
高
速
道
路
、
新
幹
線
、
空
港
ま
で
約

20
分

く
ら
い
で
、
交
通
の
便
が
良
い

 

・
人
口
が
増
え
て
い
る

 

・
他
の
地
域
よ
り
子
ど
も
の
数
が
多
い

 

・
自
然
が
多
く
て
静
か

 

・
景
色
や
空
気
が
大
変
良
い

 

・
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
風
光
明
媚
な
場
所
な
の
に
、

情
報
を
発
信
す
る
手
段
が
な
い

 

・
藤
沢
か
ら
は
学
校
が
遠
い

 

・
転
入
者
が
地
域
や
自
治
会
に
馴
染
ま
な
い
傾
向
に
あ
る

 

・
他
市
町
村
よ
り
人
口
流
入
は
良
い
が
、
地
区
に
溶
け
込

め
て
い
な
い

 

・
市
政
は
守
り
だ
け
で
な
く
攻
め
の
施
策
を
期
待
す
る

 

・
税
収
を
稼
ぎ
出
す
考
え
が
少
な
い

 

・
子
育
て
施
設
が
、
市
の
中
心
部
や
江
釣
子
に
偏
っ
て
い
る

 

・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
公
園
等
が
市
中
心
部
よ
り
南
に
あ
っ
て
北
に
は
少
な
い

 

・
行
政
施
策
が
南
高
北
低
で
あ
る

 

・
飯
豊
地
区
に
は
投
資
的
な
経
費
が
殆
ど
な
い

 

・
飯
豊
地
区
の
行
政
区
は
区
切
り
が
大
き
く
、
集
会
所
の
数
も
不
均
衡
で
あ
る

 

・
国
や
県
の
施
設
が
少
な
い

 

・
す
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

 
・
工
業
排
水
が
漏
れ
た
問
題
も
あ
り
、

点
検
の
実
施
が
必
要

 

・
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な
大
型
商
業
施
設
が
な
い

 

・
子
ど
も
が
少
な
い

 

・
下
水
道
は
幹
線
不
足

 

・
空
き
家
が
増
え
つ
つ
あ
る

 

・
交
通
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
駐
車
場
が
少
な
い

 

・
静
か
で
安
全
な
ま
ち

 

・
災
害
が
比
較
的
少
な
い

 

～
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二
子

 

・
市
全
体
的
に
歴
史
と
文
化
が
豊
富
で
よ
い
 

・
13の

集
落
に
18の

民
俗
芸
能
が
あ
る
 

・
誰
で
も
生
活
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
 

・
市
内
に
は
学
校
が
多
い
 

・
企
業
誘
致
に
成
功
し
て
い
る
 

・
工
業
団
地
が
あ
り
、
雇
用
の
場
が
あ
る

 

・
働
く
と
こ
ろ
が
多
い
 

・
平
成
橋
の
開
通
が
待
ち
遠
し
い
 

・
二
子
町
民
運
動
会
の
参
加
率
が
高
い
 

・
買

い
物

が
不

便
（
二

子
小

学
校
・
中

学
校

付
近

に

コ
ン
ビ
ニ
と
か
少
な
い
）
 

・
空
き
家
が
増
え
て
い
る
 

・
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
 

・
空
き
家
の
増
加
 

・
子
ど
も
が
少
な
い
 

・
北

上
市
は

自
殺

者
が
多

い
と
聞

く
の
で
、
秋
田

に

な
ら
っ
て
対
策
を
強
め
て
は
ど
う
か
。
 

・
二
子
に
は
公
共
施
設
が
な
い
 

・
高
齢
者
に
は
地
域
の
共
同
作
業
つ
ら
い

 

・
病
院
が
多
い
 

・
市
の
特
産
の
里
芋
が
宝
 

・
二
子
里
芋
を
売
り
に
で
き
る
 

・
い
も
ま
る
く
ん
の
家
族
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
 

・
二
子
い
も
が
有
名
 

・
お
米
な
ど
の
農
作
物
が
安
全
で
お
い
し
い
 

・
一
次
産
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
 

・
圃
場
整
備
が
進
み
、
働
き
や
す
い
環
境
が
作
ら
れ
て
い
る
 

・
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
を

大
事
に
し
た
い
 

・
閑
静
で
良
い
 

・
自
治
会
役
員
の
不
足
と
高
齢
化
 

・
区
長
配
布
文
書
の
減
量
が
必
要
 

・
豊

か
に

な
っ

た
反

面
、
地

域
の

つ
な

が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
 

・
若
い
人
た
ち
の
顔
が
見
え
な
い
 

・
他
の
人
に
関
心
を
持
た
な
く
な
っ
た
 

・
交

代
勤

務
を

し
て

い
る

若
者

が
仕

事

優
先
な
の
で
地
域
活
動
に
参
加
し
な
い
 

・
農
道
の
舗
装
が
遅
れ
て
い
る
 

・
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

 

・
常
盤
台
か
ら
二

子
に
通
じ
る
道
路
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
（
都
市
計
画
道
路
）
 

・
防
犯
灯
が
少
な
く
、
暗
い
道
が
多
い
 

・
公
共
下
水
道
の
敷
設
率
が
悪
い
 

・
北

上
市

は
税

を
と

る
の

は
早

い
が

市
民

に

出
す
の
は
少
な
い
（
ゴ
ミ
有
料
化
）
 

・
学
区
再
編
（
飯
豊
９
区
）
が
必
要
 

・
北
上
市

は
活
気
が

あ
っ

て

人
口
が
増
え
て
き
た
 

・
松

く
い

虫
の

被
害

で
、
立

ち
枯

れ
が

目
立

つ
の

で
、

見
え
る
と
こ
ろ
だ
け
で
も
植
栽
し
て
は
ど
う
か
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更
木
①

 

・
災
害
が
な
く
住
み
や
す
い
 

・
静
か
な
環
境
で
住
み
良
い
 

・
鍵
を
か
け
な
く
て
も
泥
棒
に

入
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
 

・
山
が
荒
れ
て
い
る
 

・
松
く
い
虫
の
被
害
に
あ
っ
た
樹
木
が

道
路
に
倒
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
 

・
荒
地
が
多
い
 

・
山
林
が
荒
れ
て
い
る
 

・
若
い
世
帯
が
少
な
い
 

・
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
若
年
層
が
少
な
い
 

・
若
者
が
定
着
で
き
る
要
素
が
な
い
 

・
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
 

・
子
ど
も
が
少
な
い
 

・
幼
稚
園
や
小
学
校
は
廃
止
に
な
る
と
の
話
が

あ
る
が
、
存
続
し
て
ほ
し
い
。
 

・
小
学
校
を
存
続
で
き
る
よ
う
に
、
人
口
を
増

や
す
対
策
が
必
要
 

・
定
住
の
た
め
の
取
り
組
み
を
促
進
し
た
い
 

・
農
振
地
域
の
た
め
、
住
宅
地
が
少
な
く
、

条
件
も
悪
い
 

・
宅
地
が
少
な
い
 

・
住
宅
団
地
が
あ
れ
ば
良
い
 

・
宅
地
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
 

・
昭
和
橋
に
は
歩
道
が
な
い
た
め
、
北
上
北
中
の

生
徒
は
冬
期
間
大
変
危
険
で
あ
る
 

・
山
間
地
の
道
路
は
倒
木
が
あ
っ
た
り
危
険
な
こ

と
も
あ
る
 

・
県
道
に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
い
 

・
街
路
灯
が
少
な
く
、
夜
道
が
暗
い

 

・
住
民
が
消
極
的
 

・
地
域
の
役
割
分
担
で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
な
い
 

・
地
域
の
会
議
等
は
全
て
同
じ
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
に
な
る
 

・
意
見
が
少
な
い
 

・
女
性
が
意
見
を
言
う
機
会
が
少
な
い

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
便
が
悪
い
 

・
バ
ス
の
便
が
悪
い
 

・
公
共
交
通
が
少
な
い
 

・
公
共
交
通
が
不
便
 

・
車
が
な
け
れ
ば
必
要
な
場
所
ま
で

行
け
な
い
 

・
公
共
交
通
が
減
っ
て
い
る
 

・
地
域
に
ま
と
ま
り
が
あ
る
 

・
近
所
と
の
ま
と
ま
り
が
良
い
 

・
ア
パ
ー
ト
が
な
い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
と

ま
り
が
良
い
 

・
人
間
関
係
が
良
い
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
協
力
的
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
小
さ
い
の
で
ま
と
ま
り
が
あ
る
 

・
地
域
住
民
が
皆
知
り
合
い
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
い
 

・
自
然
が
多
い
 

・
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
 

・
景
色
が
き
れ
い
 

・
緑
が
多
く
、
水
と
空
気
が
お
い
し
い
 

・
展
勝
地
の
桜
が
良
い
 

・
山
、
川
、
水
が
豊
か
 

・
緑
が
豊
か
で
目
に
優
し
い
 

・
自
然
が
豊
か
 

・
人
柄
が
穏
や
か
 

・
協
調
性
が
あ
る
 

・
人
情
味
が
あ
る
 

・
地
域
住
民
は
何
と
か
活
性

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
 

・
助
け
合
い
の
精
神
が
あ
る
 

・
交
通
の
便
が
良
い
 

・
空
港
や
駅
が
近
い
 

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

病
院
ま
で
適
当
な
距
離
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・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
良
い

 

・
空
き
家
が
多
い
 

・
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
行
き
届
か
な
い

 

・
光
ケ
ー
ブ
ル
が
届
い
て
い
な
い
 

・
更
木
に
は
良
い
産
業
が
少
な
い
 

・
し
ら
ゆ
り
公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る
 

・
結
婚
を
推
進
す
べ
き
 

・
独
身
者
が
多
い
 

・
北
上
に
は
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
な
い

 

・
地
域
を
発
信
し
て
い
く
ア
ピ
ー
ル
力
が
足
り
な
い
 

・
飲
み
屋
が
遠
い
 

・
大
型
の
宴
会
場
が
少
な
い
 

・
水
道
料
が
高
い
 

・
北
上
市
に
は
特
産
品
が
少
な
い
 

・
雪
が
他
の
地
区
よ
り
少
な
い
 

・
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
し
て
い
る
 

・
小
学
校
の
教
育
が
一
対
一
の
よ
う
で
勉
強
が
ス
ム
ー
ズ
 

・
子
ど
も
た
ち
の
挨
拶
が
良
い
 

・
民
俗
芸
能
が
盛
ん
 

・
限
界
集
落
で
あ
る
こ
と
を
過
度
に
悲
観
的
に
捉
え
て
い
な
い
 

・
静
か
で
自
然
豊
か
で
、
農
作
物
が
お
い
し
い
 

・
公
共
施
設
が
少
な
い
 

・
救
急
車
が
来
る
と
、
気
に
な
っ
て
人
が
集
ま
る

 

・
市
役
所
の
駐
車
場
が
狭
い

 

・
農
事
組
合
法
人
さ
ら
き
の
こ
と
が

よ
く
分
か
ら
な
い
 

・
補
助
金
に
固
執
し
て
不
要
な
も
の
ま
で
作
ろ
う
と
す
る
人
が
い
る
 

・
ビ
オ
ト
ー
プ
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
 

・
縄
文
ま
つ
り
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
い
ら
な
い
 

・
郊
外
の
商
店
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
 

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
近
く
に
な
い

 

・
地
域
内
に
病
院
が
な
い
 

・
川
東
地
区
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
 

・
山
間
部
が
多
す
ぎ
る

 

・
河
川
敷
が
汚
い

 

更
木
②

 

・
更
木
で
は
６
次
産
業
の
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
 

・
地
場
産
業
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
 

・
農
事
組
合
法
人
さ
ら
き
が
立
ち
上
が
っ
て

動
き
出
し
た
 

・
農
事
組
合
法
人
設
立
に
よ
り
、
大
型
農
機

が
動
き
や
す
い
 

・
高
齢
者
が
元
気
 

・
10
0歳
を
迎
え
る
高
齢
者
が
４
名
も
い
る
 

・
健
康
年
齢
を
延
ば
す
た
め
の
実
践
が
で
き
る

素
地
（
田
畑
な
ど
）
が
十
分
あ
る
 

・
工
業
団
地
が
近
く
、
働
く
場
が
比
較
的
多
い
 

・
市
内
に
は
工
場
が
多
い
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黒
岩

 

・
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
が
多
い

 

・
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
良
い

 

・
小
さ
な
地
域
で
ま
と
ま
り
が
あ
る

 

・
人
の
交
流
が
盛
ん

 

・
固
い
地
盤
で
地
震
に
強
い

 

・
企
業
集
積
が
進
み
、
雇
用
の
場
が
多
い

 

・
市
内
と
適
当
な
距
離
が
あ
り
、
暮
ら
し
や
す
い

 

・
市
の
中
心
地
に
近
く
て
良
い

 

・
そ
ば
打
ち
の
名
人
が
い
る

 

・
空
き
家
が
多
い

 

・
空
き
家
が
増
え
て
い
る

 

・
空
き
家
が
年
々
増
加
傾
向
で
、
地
域
の
人
口

減
少
が
進
む
中
、
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
望
む

 

・
公
共
交
通
が
な
い

 

・
10年

後
の
交
通
の
方
法
が
心
配

 

・
農
地
が
狭
い
こ
と
も
あ
り
、
黒
岩

な
ら
で
は
の
特
産
品
が
な
い

 

・
桜
並
木
入
口
の
ト
イ
レ
に

オ
ム
ツ
交
換
台
が
な
い

 

・
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

 

・
高
齢
者
世
帯
が
多
い

 

・
小
学
校
の
存
続
が
難
し
い

 

・
公
共
施
設
が
少
な
く
な
っ
て
い
く

 

・
市
道
の
整
備
が
必
要

 

・
地
区
全
般
に
道
路
が
狭
い

 

・
他
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
心
細
い

 

・
県
道
を
通
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
近
所

の
家
は
振
動
が
大
き
い

 

・
特
に
生
活
道
路
の
面
で
は
、
同
じ
地

域
で
あ
っ
て
も
格
差
が
あ
る

 

・
歴
史
が
深
い
（
白
山
社
、
千
曳
城
、
二
所
ノ
関
）

 

・
民
話
が
た
く
さ
ん
伝
わ
っ
て
い
る
。

 

・
農
業
集
落
排
水
、
下
水
道
が
完
備
し
て
い
る

 

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
あ
る

 

・
地
区
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
「
ま
ん
な

か
広
場
」
が
あ
る

 

・
ま
ん
な
か
広
場
は
地
域
の
財
産

 

・
ま
ん
な
か
広
場
や
お
滝
さ
ん
を
中
心
に

活
気
が
出
て
き
た

 

・
お
滝
さ
ん
が
い
い
所
だ
と
言
わ
れ
る

 

・
土
が
い
い
の
で
農
作
物
が
お
い
し
く
、

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い

 

・
年
を
と
る
と
買
い
物
難
民
に
な
る
の
で
は
と
心
配

 

・
黒
岩
は
商
店
過
疎
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

 

・
地
域
が
暗
い
の
で
街
路
灯
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

 

・
消
防
団
が
定
員
を
割
っ
て
い
る

 

・
自
然
は
多
い
が
山
に
入
る
と

荒
廃
し
て
い
る

 

・
山
林
が
荒
れ
放
題
で
あ
る

 

・
水
害
を
防
ぐ
た
め
、
国
に
早
期
の

堤
防
計
画
を
お
願
い
し
た
い

 

・
18
歳
選
挙
権
は
決
定
し
た
が
、
投
票
の
仕
方
よ
り
、

政
治
に
関
心
を
持
て
る
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
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口
内

 

・
民
話
や
、
民
俗
芸
能
が
多
く
て
素
晴
ら
し
い

 

・
自
然
や
歴
史
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
地
域

 

・
地
域
の
連
携
に
富
ん
で
い
る

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
が
強
い

 

・
浮
牛
城
ま
つ
り
の
開
催
で
、
地
域
が
団
結
し
て
い
る

 

・
地
域
の
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
若
者
が
参
画
し
や
す
い

雰
囲
気
が
あ
る

 

・
た
と
え
不
平
不
満
が
あ
っ
て
も
、
共
同
作
業
に
は
参

加
し
て
く
る
協
調
性
が
あ
る

 

・
団
結
力
が
あ
る

 

・
近
所
付
き
合
い
が
良
い

 

・
口
内
は
人
と
人
と
の
絆
が
あ
る

 

・
浮
牛
城
ま
つ
り
が
賑
や
か

 

・
観
光
地
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
芝
桜
な
ど

花
づ
く
り
を
や
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る

 

・
交
通
量
が
多
く
、
朝
夕
の
移
動
が

困
難
（
通
過
車
両
だ
け
が
多
い
）

 

・
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
量
が
多
い

 

・
バ
ス
等
の
公
共
交
通
が
貧
弱

 

・
交
通
の
便
が
悪
い

 

・
専
門
学
校
や
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
が
少
な
い

 

・
商
店
が
少
な
い

 

・
人
口
が
減
少
し
て
い
る
が
、

2
0
0
0
人
は
確
保
し
た
い

 

・
子
ど
も
が
少
な
く
、
高
齢
者
ば
か
り

 

・
小
学
校
の
存
続
が
心
配

 

・
少
子
化
が
進
ん
で
人
口
が
減
少
し
て
い
る

 

・
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る

 

・
高
齢
者
が
多
い
。

 

・
近
所
に
若
い
世
代
が
住
ん
で
い
な
い

 

・
自
然
が
豊
か
で
、
巨
木
も
多
い

 

・
ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
自
然
環
境

 

・
自
然
豊
か
で
、
ホ
タ
ル
が
い
っ
ぱ
い

 

・
水
源
が
多
い

 

・
市
全
体
で
は
所
得
も
高
く
、
発
展
し
て
い
る

 

・
静
か
で
良
い

 

・
騒
音
も
な
く
、
静
か
で
暮
ら
し
や
す
い

 

・
他
市
町
村
か
ら
の
移
住
者
が
安
心
で
き
る
環
境

 

・
土
壌
が
肥
沃
で
、
味
が
抜
群
の
農
作
物

 

・
自
給
自
足
に
強
い

 

・
北
上
川
や
和
賀
川
の
水
害
の
心
配
が
な
い

広
大
な
農
地
が
あ
る

 

・
米
や
り
ん
ご
が
お
い
し
い

 

・
土
地
が
広
く
、
好
き
な
こ
と
が
で
き
る

 

・
た
と
え
災
害
が
起
き
て
も
食
料
は
あ
り
、

あ
る
程
度
暮
ら
し
て
い
け
る

 

・
信
号
機
が
少
な
い
の
で
、
北
上
駅
ま
で
早

く
行
け
る
交
通
の
便
の
良
さ

 

・
交
通
の
要
で
あ
り
、
奥
州
・
花
巻
・
北
上

へ
と
行
き
や
す
い

 

・
水
沢
・
花
巻
・
北
上
中
心
部
ま
で
お
よ
そ

20
分
と
ち
ょ
う
ど
良
い
距
離
で
住
み
や
す
い

 

・
空
き
家
が
増
え
て
き
た

 

・
空
き
家
が
年
々
増
え
て
い
る

 

・
農
地
の
放
棄
地
が
増
え
て
き
た

 

・
昔
に
比
べ
、
放
置
さ
れ
て
い
る
農
地
が
多
い

 

・
農
業
政
策
が
な
い

 

・
ぬ
か
り
田
ば
か
り
で
大
変

 

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
害
が
で
て
い
る

 

・
二
次
産
業
は
多
い
が
、
三
次
産
業
の
職
が
少
な
い

 

・
市
で
全
体
的
に
道
路
が
悪
い

 

・
口
内
の
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る

 

・
4
5
6号

に
歩
道
が
無
い
の
で
危
険

 

・
除
雪
体
制
が
良
く
な
い
の
で
、
緊
急

車
両
の
通
行
が
困
難
に
な
る

 

・
街
路
灯
が
少
な
く
て
暗
い

 

・
周
辺
部
と
の
連
携
が
不
十
分
。
周
辺
連
合
の
結
成
が
必
要

 

・
市
は
周
辺
部
が
北
上
の
宝
で
あ
る
こ
と
を
柱
と
し
た
施
策
を

つ
く
る
べ
き

 

・
市
全
体
で
は
、
地
域
間
の
格
差
が
大
き
い

 

・
市
は
中
心
部
重
視
で
、
和
賀
町
河
東
地
区
は
軽
視
さ
れ
て
い
る

 

・
市
で
は
口
内
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
る

 

・
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て
ほ
し
い

 

・
「
口
内
も
北
上
だ
よ
」
と
言
い
た
く
な
る

 

・
何
と
な
く
西
高
東
低
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
心
細
く
思
う

 

・
熊
が
出
没
し
た
時
に
市
に
電
話
す
る
し
か
対
策
が
な
い

 

・
ゴ
ミ
の
有
料
化
な
ど
、
市
は
新
し
い
こ
と
を
や
り
た
が
る

 

・
ゴ
ミ
の
有
料
化
は
北
上
だ
け

 

・
病
院
が
遠
い

 

・
診
療
所
が
４
月
か
ら
な
く
な
っ
た

 

・
水
道
料
金
が
高
い
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稲
瀬

 

・
歴
史
的
に
重
要
な
国
見
山
、

樺
山
、
聖
塚
が
あ
る

 

・
歴
史
遺
産
が
あ
る

 

・
自
然
が
豊
か

 

・
自
然
に
恵
ま
れ
環
境
が
良
い

 

・
静
か
で
良
い

 

・
治
安
が
良
い

 

・
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
い
ま
い
ち

で
あ
る

 

・
農
業
と
工
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
の

で
は
な
い
か

 

・
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ
、
シ
カ
、
カ

モ
シ
カ
に
作
物
を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う

 

・
未
舗
装
で
除
雪
さ
れ
な
い
た
め
、
孤
立
す
る
家
が
あ
る

 

・
除
雪
さ
れ
な
い
区
間
が
あ
り
、
片
道

50
0
ｍ
は
あ
る

 

・
未
舗
装
道
路
が
多
す
ぎ
る

 

・
市
道
が
狭
い
た
め
に
大
型
車
と
の
擦
れ
違
い
が
大
変
で

あ
り
、
事
故
の
可
能
性
が
高
い

 

・
市
道
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

 

・
道
路
の
除
雪
が
遅
く
、
あ
ま
り
上
手
く
も
な
い
。

 

・
市
道
の
草
が
伸
び
す
ぎ
て
い
る

 

・
旧
県
道
の
歩
道
は
、
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
農
協
跡
ま
で
が
草

だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る

 

・
市
道
の
草
刈
り
は
何
ｍ
に
な
っ
た
ら
や
る
の
か
。

 

・
農
道
な
の
に
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
交
通
量
が
多
く

て
う
る
さ
い
。

 

・
道
路
が
計
画
的
に
完
成
し
て
い
な
い

 

・
市
道
の
法
面
等
の
草
刈
り
が
多
い

 

・
子
ど
も
が
少
な
い

 

・
小
学
校
の
存
続
を
望
む

 

・
中
学
校
が
遠
く
、
通
学
に
不
便

 

・
街
路
灯
が
少
な
い

 

・
行
政
は
、
全
体
的
に
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し

た
い
の
か
分
か
ら
な
い

 

・
市
は
稲
瀬
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か

 

・
地
域
計
画
で
要
望
し
て
も
実
現
し
な
い

 

・
男
山
ま
で
の
草
刈
り
を
年
３
回
地
元
で
や
っ

て
い
る
が
、
市
で
や
る
べ
き
で
は
な
い
か

 

・
花
見
の
時
期
に
混
ん
で
北
上
方
面
に
行
け
な
い

 

・
さ
く
ら
ま
つ
り
の
時
期
は
救
急
車
が
来
る
の
が

遅
く
な
っ
て
し
ま
う

 

・
上
下
水
道
料
金
が
高
い

 

・
下
水
道
の
整
備
が
近
隣
市
よ
り
遅
れ
て
い
る

 

・
保
育
園
、
小
学
校
、
学
童
保
育
所
が
あ
る

 

・
子
ど
も
た
ち
の
挨
拶
が
気
持
ち
い
い

 

・
素
直
な
子
ど
も
し
か
い
な
い

 

・
念
仏
剣
舞
は
子
ど
も
た
ち
の
力
で
続
い
て
い
る

 

・
お
い
し
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
作
ら
れ
て
い
る

 

・
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
い

 

・
地
域
で
人
の
つ
な
が
り
が
あ
る

 

・
住
民
の
団
結
力
が
あ
る

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
あ
る

 

・
元
気
の
い
い
高
齢
者
が
地
域
づ
く
り
を
支
え
て
い
る

 

・
長
寿
地
域
で
あ
る

 

ゴ
ミ
の
出
し
方
が
分
か
ら
な
い
人
が
い
る

 

・
山
間
地
は
大
雨
の
場
合
、
洪
水
等
で
通
行
止
め
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

 

・
公
共
交
通
が
不
便

 

・
路
線
バ
ス
が
な
い
の
で
、
車
が
な
い
人
に
は
不
便

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
望
み
た
い

 

・
高
齢
者
の
バ
ス
の
お
で
か
け
券
は
、
あ
ま
り
使
わ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

 

・
上
門
岡
地
区
ま
で
の
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な
い
た

め
不
便

 

・
高
齢
者
に
と
っ
て
交
通
手
段
が
少
な
い

 

・
路
線
バ
ス
の
便
数
が
少
な
い

 

・
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
な
い

 

・
多
目
的
広
場
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い

 

・
地
域
で
生
活
で
き
る
施
設
が
ほ
し
い

 

・
人
口
減
少
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

 

・
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る

 

・
若
者
が
少
な
く
な
り
、
高
齢
者
が
多
い

 

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
る

 

・
高
齢
者
支
援
は
、
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
活
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

 

・
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る

 

・
高
齢
者
は
多
い
が
、
子
ど
も
は
少
な
い

 

・
高
齢
者
を
活
性
化
さ
せ
る
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い

 

・
除
雪
を
す
る
人
が
高
齢
に
な
っ
て
い
る

 

・
交
流
セ
ン
タ
ー
職
員
が
忙
し
い

 

・
五
重
塔
は
、
稲
瀬
に
は
無
理
だ
と
思
う

 

・
地
域
の
声
を
誰
が
市
に
届
け
る
の
か

 

・
議
員
不
在
の
た
め
、
意
見
が
吸
い
上
げ
ら
れ
な
い

 

・
地
元
の
市
議
会
議
員
が
い
な
い

 

・
地
域
に
病
院
が
な
い

 

・
市
内
に
産
婦
人
科
が
少
な
い
の
で
、
ま
す
ま
す
少
子
化
に
な
る

 

・
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
る
人
が
増
え
て
い
る

 

・
ラ
ー
メ
ン
屋
が
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る

 

・
真
面
目
で
働
き
者
で
、
優
し
く
て
ス
テ
キ
で
、

親
切
な
人
が
多
い

 

・
色
々
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い

 

・
携
帯
電
話
の
電
波
が
入
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
多
い

 

・
行
事
に
参
加
す
る
人
が
少
な
い

 

・
住
民
の
個
性
が
強
い

 

・
人
口
増
に
つ
な
が
る
よ
う
な
住

宅
団
地
が
な
い

 

・
地
域
内
で
の
買
い
物
が
不
便
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相
去

 

・
工

業
団

地
が

あ
っ

て
働

く

場
所

が
多

い
 

・
農

業
（

稲
作

）
が

盛
ん

 

・
藩

境
塚

な
ど

史
跡

が
多

い
 

・
多

く
の

史
跡

が
残

さ
れ

て
い

る
 

・
花

壇
コ

ン
ク

ー
ル

な
ど

、

美
化

に
つ

い
て

の
取

り
組

み

が
盛

ん
 

・
交

流
セ

ン
タ

ー
が

、
地

域
の

文
化

活
動

、
地

区
民

相
互

の
交

流
に

大
変

活
用

さ
れ

て
い

る
 

・
交

通
環

境
が

比
較

的
恵

ま
れ

て
い

る
 

・
九

年
橋

の
改

修
が

終
わ

っ
て

開
通

し
た

 

・
比

較
的

認
定

保
育

所
が

多
い

 

・
特

別
支

援
学

級
の

環
境

が
比

較
的

整
っ

て
い

る
 

・
旧

相
去

地
区

は
、
子

ど
も

が
減

り
、

活
気

が
な

く
な

っ
て

き
て

い
る

 

・
ス

ポ
ー

ツ
が

盛
ん

 

・
陸

上
競

技
が

強
い

 

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
が

近
く

に
あ

る
 

・
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

場
所

が
あ

る
 

・
文

教
施

設
、

体
育

ス
ポ

ー
ツ

施
設

に
恵

ま
れ

て
い

る
 

・
小

中
学

校
ま

で
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の

便
が

悪
い

 

・
南

小
学

校
が

古
い

 

・
市

内
に

特
別

支
援

学
校

が
な

い
 

・
産

業
道

路
（

飯
豊

和
田

線
）

が
和

賀
川

で
途

切
れ

て
い

る
 

・
南

部
工

業
団

地
や

オ
フ

ィ
ス

ア
ル

カ
デ

ィ
ア

の
道

路
の

除

草
が

悪
い

（
地

区
で

草
刈

し
た

後
で

業
者

が
入

っ
て

い
る

）
 

・
除

雪
は

角
々

を
広

く
払

っ
て

も
ら

い
た

い
 

・
除

雪
業

者
の

技
術

が
悪

す
ぎ

る
 

・
相

去
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
が

来
て

い
な

い
 

・
バ

ス
の

便
が

悪
い

 

・
南

小
の

裏
の

道
路

が
暗

い
 

・
ス

ワ
ン

ロ
ー

ド
が

防
犯

上
良

く
な

い
の

で
、

防
犯

カ
メ

ラ
が

ほ
し

い
 

・
ス

ワ
ン

ロ
ー

ド
を

自
転

車
に

乗
っ

た
ま

ま
通

行
す

る
人

が
い

て
危

険
 

・
空

家
が

多
く

な
り

、
地

域
安

全
上

の
不

安
も

多
く

な
っ

て
き

て
い

る
 

・
企

業
も

増
え

働
く

場
所

も
多

く
な

っ
て

良
い

が
、

ゴ
ミ

が
捨

て
ら

れ
る

な
ど

環
境

美
化

に
課

題
が

多
い

  

・
行

政
区

割
の

マ
ッ

プ
が

な
い

 

・
市

民
プ

ー
ル

が
古

す
ぎ

る
 

・
ス

ー
パ

ー
が

ほ
し

い
 

・
下

鬼
柳

地
区

の
住

民
つ

き
合

い
が

不
明

瞭
 

～
3
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鬼
柳

 

・
北
上
は
田
舎
で
も
都
会
で
も
な
く
住
み
良
い
ま
ち

 

・
自
然
が
多
い

 

・
田
園
風
景
を
生
か
し
て
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

 

・
和
賀
川
ふ
れ
あ
い
広
場
が
活
用
さ
れ
て
い
る

 

・
市
内
に
総
合
運
動
公
園
や
詩
歌
文
学
館
な
ど
の

施
設
が
あ
っ
て
良
い

 

・
鬼
柳
鬼
剣
舞
な
ど
伝
統
芸
能
が
継
承
さ
れ
て
い
る

 

・
鬼
柳
鹿
島
太
鼓
や
神
楽
が
あ
る

 

・
市
内
に
病
院
が
多
く
て
良
い

 

・
色
々
な
行
事
へ
の
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

 

・
草
刈
り
な
ど
の
環
境
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
若
い
人

た
ち
の
参
加
が
少
な
い

 

・
行
事
へ
の
若
い
世
代
の
参
加
が
少
な
い

 

・
若
い
人
が
行
事
に
参
加
し
な
い

 

・
公
民
館
行
事
に
若
者
の
参
加
が
少
な
い

 

・
自
治
会
の
役
員
を
や
り
た
が
ら
な
い

 

・
女
性
の
地
域
参
加
が
少
な
い

 

・
２
区
３
区
は
ア
パ
ー
ト
が
多
く
、
地
区
へ
の
協
力
、

参
加
者
が
少
な
い

 

・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

 

・
高
齢
者
が
増
え
、
若
い
世
代
が
い
な
い

 

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
る

 

・
農
業
の
後
継
者
が
い
な
い

 

・
和
賀
川
に
立
ち
木
が
多
く
、
洪
水
時
に
心
配

 
・
地
域
を
面
白
く
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
足
り
な
い

 

・
鬼
柳
に
誇
り
を
持
て
る
ポ
イ
ン
ト
が
意
識
さ
れ
て
い
な
い

 

・
未
舗
装
の
道
路
が
多
い

 

・
道
路
が
狭
い

 

・
舗
装
さ
れ
て
い
る
道
路
が
少
な
い

 

・
古
く
て
狭
い
道
路
や
未
舗
装
道
路
が
多
く
、
災
害
時
に
は
心
配

 

・
市
の
中
心
部
に
近
い
の
に
開
発
が
遅
れ
て
い
る
の
は
道
路
が
狭

い
た
め
で
は
な
い
か

 

・
古
川
橋
が
狭
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

 

・
自
転
車
道
、
歩
道
が
少
な
く
て
危
険

 

・
都
市
計
画
道
路
の
早
期
整
備
を
望
む

 

・
街
路
灯
が
少
な
く
、
暗
い
部
分
が
多
い

 

・
交
通
の
便
が
良
い

 

・
中
心
部
に
程
よ
く
近
い

 

・
鬼
柳
に
住
ん
で
不
便
を
感
じ
な
い

 

・
小
中
学
校
が
近
い

 

・
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
挨
拶
を
し
て
い
る

 

・
市
内
で
も
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域
な
の
で
、

住
み
や
す
い
と
思
わ
れ
る

 

・
隣
近
所
と
離
れ
て
い
な
い
の
で
、
交
流
し
や
す
い

 

・
人
付
き
合
い
が
良
い

 

・
隣
同
士
の
交
流
が
多
い

 

・
地
域
の
人
口
が
少
な
く
、
ま
と
ま
り
が
あ
る

 

・
地
域
が
小
さ
く
、
行
事
等
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
 

・
自
然
の
管
理
が
大
変

 

・
内
科
医
院
が
近
く
に
な
い

 

・
公
共
交
通
が
欲
し
い

 

・
も
う
１
本
和
賀
川
に
橋
が
あ
る
と
良
い

 

・
和
賀
川
の
橋
が
も
う
１
本
あ
れ
ば
、
中
部
病
院
か
ら

南
部
工
業
団
地
へ
の
渋
滞
緩
和
に
な
る
の
で
は
な
い
か

 

・
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

 

・
地
区
の
小
学
生
が
少
な
い

 

・
市
で
は
、
も
っ
と
田
舎
に
足

を
運
ん
で
現
場
を
見
て
ほ
し
い

 

・
万
世
橋
付
近
に
路
上
駐
車
が
多
い

 

・
下
水
道
の
整
備
が
遅
い

 

・
下
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤
が
弱
い

 

・
鬼
柳
に
は
児
童
公
園
が
な
い

 

・
他
の
地
域
に
比
べ
て
児
童
公
園
が
な
い

 

・
和
賀
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
対
岸
（
鬼

柳
側
）
の
整
備
が
必
要

 

・
老
人
福
祉
施
設
が
そ
れ
な
り
に
あ
る

 

～
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江
釣
子
①

 

・
江
釣
子
地
区
大
運
動
会
は
江
釣
子
の
宝

 

・
地
域
の
交
流
が
盛
ん

 

・
江
釣
子
地
区
の
ま
と
ま
り
が
良
い

 

・
地
区
内
の
行
事
（
特
に
大
運
動
会
）
で
協
力
し
合
っ
て

参
加
率
が
高
い

 

・
近
所
付
き
合
い
が
良
い

 

・
人
の
ま
と
ま
り
が
良
い

 

・
地
区
住
民
間
の
連
帯
感
が
あ
る

 

・
草
刈
作
業
等
へ
の
地
区
民
の
取
り
組
み
が
良
い

 

・
安
全
安
心
な
地
域
で
住
み
良
い

 

・
平
坦
地
で
、
土
砂
崩
れ
等
の
災
害
が
ほ
と
ん
ど
な
い

 

・
地
形
的
に
大
災
害
が
起
き
に
く
い

 

・
江
釣
子
の
地
域
は
災
害
も
な
く
住
み
良
い
と
こ
ろ

 

・
犯
罪
が
少
な
い

 

・
郷
土
芸
能
が
盛
ん

 

・
中
学
校
で
の
芸
能
発
表
の
お
か
げ

で
、

1
7
地
区
の
伝
承
が
続
い
て
い
る

 

・
中
学
校
の
芸
能
発
表
会
等
青
少
年

の
健
全
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る

 

・
企
業
の
誘
致
が
良
好
で
、
労
働

環
境
が
良
い

 

・
北
上
市
は
企
業
誘
致
に
力
を
入

れ
、
雇
用
の
場
が
多
い

 

・
小
学
校
周
辺
の
街
路
灯
が
少
な
い
の
で
増
や
し
て
ほ
し
い

 

・
小
学
校
、
地
区
、
保
育
園
、
学
童
保
育
所
な
ど
色
々
な
方
面
か
ら

地
域
を
考
え
ら
え
る
よ
う
な
定
期
的
な
機
会
づ
く
り
を
し
た
い

 

・
学
童
保
育
所
は
、
働
く
親
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
民
生
委
員
や
区
長
が
定
期
的
に
見
に
来
て
も
ら
え
る

よ
う
お
願
い
し
て
い
き
た
い

 

・
学
童
保
育
所
が
学
校
の
敷
地
内
と
江
釣
子
神
社
側
の
２
ヶ
所
に
あ

る
が
、
同
じ
学
校
に
通
っ
て
い
る
の
で
、
学
校
敷
地
内
に
施
設
を
移

動
し
た
い

 

・
学
童
保
育
所
が
学
校
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
る

 

・
学
童
保
育
所
に
は

10
0
名
以
上
の
子
ど
も
が
通
っ
て
お
り
、
学
校

敷
地
内
に
新
設
し
て
ほ
し
い

 

・
子
ど
も
子
育
て
支
援
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

 

・
子
育
て
世
帯
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
な
、
市
バ
ス
の

無
料
提
供
や
、
学
習
の
場
の
提
供
な
ど
、
市
の
施
設
や
車
両
な
ど
の

有
効
活
用
を
お
願
い
し
た
い

 

・
通
学
路
で
あ
っ
て
も
歩
道
が
な
い
道
路
が
多
い

 

・
通
学
路
で
雨
が
降
る
と
水
た
ま
り
に
な
る
箇
所
が
あ
る

 

・
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ
る
江
釣
子
地
区
と
な
る
よ

う
に
、
市
民
の
声
を
も
と
に
し
た
見
直
し
や
改
善
を
し
て
ほ
し
い

 

・
高
速
道
路
の
Ｉ
Ｃ
や
新
幹
線
の
駅
に
近
く
、
交
通
の
便
が
良
い

 

・
交
通
渋
滞
が
な
い
の
で
、
時
間
通
り
に
生
活
が
で
き
る

 

・
道
路
網
が
良
い

 

・
新
平
・
滑
田
方
面
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ
し
い

 

・
公
共
交
通
格
差
が
広
が
っ
て
い
る

 

・
1
3
区
は
公
共
交
通
が
不
便
な
の
で
、
滑
田
新
平
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

 

・
高
齢
化
し
て
い
く
地
区
で
、
路
線
バ
ス
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

も
走
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

 

・
新
興
住
宅
地
が
増
え
て
、
従
来
の
住
民
と
の
一
体
感
が
薄
れ
て

き
て
い
る

 

・
地
域
内
に
ア
パ
ー
ト
が
増
え
続
け
て
い
る
が
、
地
域
住
民
と
の

交
流
が
な
い
の
で
、
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

 

・
子
ど
も
を
中
心
に
転
入
者
と
地
元
民
の
交
流
を
し
て
は
ど
う
か

 

・
地
域
住
民
の
把
握
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

 

・
地
区
の
世
帯
や
人
口
は
多
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
参
加
し

て
く
れ
る
人
が
少
な
い

 

・
自
治
会
の
役
員
の
な
り
手
が
な
く
、
地
区
内
で
支
障
を
き
た
し

て
い
る

 

・
若
い
リ
ー
ダ
ー
が
少
な
い

 

・
市
全
体
で
は
、

1
6
地
区
の
自
治
組
織
が
確

立
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
化
し
て
い
る

 

・
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
化
す
る
に
つ
れ
て
、
地
区
で
の

地
域
づ
く
り
予
算
が
不
足
し
て
き
て
い
る

 

・
自
治
基
本
条
例
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
条
例
が
制
定
さ

れ
た
が
、
市
予
算
と
の
位
置
づ
け
を
確
立
し
て
ほ
し
い

 

・
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、
雪
か
き
や
草
刈
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

 

・
独
居
高
齢
者
が
増
加
し
、
支
援
が
必
要

 

・
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
の
自
治
組
織
の
役
割
は
ど
う
な
の
か

 

・
地
域
で
高
齢
化
に
対
応
す
る
に
は
、
お
金
と
人
が
不
足
し
て
い
る

 

・
将
来
的
に
、
新
庁
舎
建
設
予
定
地
周
辺
の

環
境
整
備
を
本
格
的
に
着
手
す
る
べ
き

 

・
か
む
い
ソ
ー
ラ
ー
周
辺
の
水
路
の
管
理
を

き
ち
ん
と
や
っ
て
も
ら
い
た
い

 

～
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・
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
が
行
き
届
い
て
い
る

 

・
市
の
予
算
が
中
心
部
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

 

・
公
民
館
が
古
く
な
っ
て
き
た
が
、
建
て
替
え

や
改
修
な
ど
の
経
費
に
つ
い
て
補
助
が
欲
し
い

 

・
人
口
が
増
え
て
公
民
館
が
狭
く
な
っ
た
が
、

建
て
替
え
る
た
め
の
補
助
制
度
が
必
要

 

・
す
ず
の
里
の
管
理
が
難
し
い

 

・
す
ず
の
遊
歩
道
の
柵
が
破
損
し
、
修
理
さ
れ
て
い
な
い

 

・
核
家
族
の
増
加
に
よ
り
、
世
代
を
つ
な
ぐ
大
家
族
が
減
少
し
た

 

・
流
通
線
の
渋
滞
が
ひ
ど
い

 

・
す
ず
の
里
の
桜
が
良
い

 

・
す
ず
の
里
に
は
、
ホ
タ
ル
や
ザ
リ
ガ
ニ
が
い
る

 

・
す
ず
は
と
て
も
自
慢
に
な
る
の
で
、
整
備
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

 

・
す
ず
を
巡
る
歩
道
が
あ
る
の
が
良
い

 

・
特
産
品
の
セ
リ
が
あ
る

 

・
自
然
が
豊
か

 

・
自
然
環
境
は
良
く
、
景
観
に
も
配
慮
し
て
い
る

 

・
江
釣
子
地
区
は
景
観
が
い
い
の
で
、
い
い
と
こ

ろ
マ
ッ
プ
を
も
っ
と
活
用
し
て
い
き
た
い

 

・
和
賀
川
桜
つ
つ
み
を
市
の
観
光
資
源
と
し
て
全

国
に
発
信
し
て
ほ
し
い

 

・
江
釣
子
地
区
の
桜
並
木
が
き
れ
い

 

・
地
域
計
画
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

 

・
地
域
計
画
に
入
れ
て
い
る
事
業
の
消
化
ス
ピ
ー

ド
が
遅
い

 

・
北
鬼
柳
で
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

 

・
江
釣
子
地
区
内
で
下
水
道
が
通
っ
て
い
な
い
箇
所
が
多
く
あ
る

 

・
４
区
と

1
4区

の
一
部
に
下
水
道
を
通
し
て
ほ
し
い

 ・
交
通
事
故
の
多
い
交
差
点
に
、
一
時
停
止
の
標
識
が
設
置
さ
れ
な
い

 

・
蒲
谷
地
交
差
点
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ
だ
と
信
号
機
が
見
え
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る

 

・
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
が
多
く
て
危
険

 

・
江
釣
子
神
社
出
入
口
の
旧

10
7
号
に
面
す
る
横
断
歩
道
は
、
歩
行
者
も

交
通
量
も
多
い
の
で
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
が
必
要

 

・
旧

107
号
の
横
断
歩
道
は
、
バ
ス
通
学
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

通
っ
て
危
険
な
の
で
、
信
号
機
が
必
要

 

・
横
断
歩
道
は
、
子
ど
も
も
車
か
ら
も
し
っ
か
り
見
え
る
よ
う
に
定
期
的

に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

 

・
交
通
の
便
は
良
い
が
、
除
雪
が
雑
で
あ
る

 

・
立
体
歩
道
橋
を
作
っ
て
ほ
し
い

 

・
新
平
十
文
字
に
信
号
機
が
ほ
し
い

 

・
街
路
灯
が
少
な
い
の
で
整
備
し
た
い
が
、
自
治
会
の
予
算
が
足
り
な
い

 

・
市
道
で
傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

 

・
道
路
整
備
が
悪
い

 

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
道
路
の
整
備
が
悪
い

 

・
冬
の
除
雪
を
地
域
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
路
が
あ
る
が
、
対

応
が
難
し
い
面
も
あ
る

 

・
道
路
の
白
線
の
引
き
直
し
は
、
国
体
ま
で
に
は
完
全
に
や
っ
て
ほ
し
い

 

・
災
害
時
に
必
要
な
情
報
が
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め
に
得
ら
れ
な
い

 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
を
推
進
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る

 

・
市
全
体
で
は
少
子
化
が
進
ん
で
い
る

 

・
障
が
い
児
用
の
施
設
が
少
な
い

 

・
経
塚
山
へ
の
登
山
道
の
橋
の
修
繕
が
な
さ
れ
て
い
な
い

 

・
芸
能
ま
つ
り
は
、
開
催
時
期
と
市
民
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き

 

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
河
川
敷
の
施
設
が
充
実
し
て
い
る

 

・
江
釣
子
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
商
業
で
の
集
客
が
他
よ
り
多
い

 

・
買
い
物
を
す
る
場
所
や
、
病
院
、
介
護
施
設
が
近
く
に
あ
る

 

・
医
療
な
ど
の
施
設
が
整
備
さ
れ
、
住
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る

 

・
江
釣
子
は
医
療
機
関
が
多
く
て
良
い

 

・
和
賀
川
の
河
川
敷
に
不
法
投
棄
が
多
い

 

・
道
路
沿
い
に
ゴ
ミ
を
投
げ
捨
て
ら
れ
る

 

・
河
川
敷
や
堤
防
の
雑
木
を
切
る
必
要
が
あ
る

 

・
熊
が
出
る
環
境

 

・
マ
イ
マ
イ
ガ
の
抑
制
は
個
人
で
は
で
き
な
い

 

・
セ
リ
の
後
継
者
が
い
な
い

 

・
空
き
家
を
何
と
か
し
て
も
ら
い
た
い

 

・
第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
態
が
悪
い
団
体
に
補
助
し
す
ぎ
で
は
な
い
か

 

・
公
園
が
少
な
い

 

・
公
園
に
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
施
設
を
工
夫
し
て
設
置
し
て
ほ
し
い

 

・
公
園
や
施
設
な
ど
の
管
理
が
、
官
か
ら
民
へ
の
流
れ
と
し
て
今
後

問
題
に
な
り
そ
う

 

・
野
球
場
に
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
が
ほ
し
い

 

・
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
は
、
北
上
市
の
誇
る
祭
り

 

江
釣
子
②
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和
賀
①

 

・
公
民
館
報
を
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
る

 

・
機
関
誌

1
3号

、
機
関
紙

1
0
8
号
を
発
行
し
て
い
る

 

・
郷
土
芸
能
の
伝
承
力
が
強
い

 

・
伝
統
芸
能
が
盛
ん

 

・
文
化
芸
能
の
掘
り
起
し
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る

 

・
歴
史
、
文
化
財
、
民
俗
芸
能
が
豊
富

 

・
地
域
の
ま
つ
り
を

5
6年

続
け
て
い
る

 

・
道
路
工
事
を
早
く
施
工
し
て
も
ら
え
な
い

 

・
道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る

 

・
市
道
の
補
修
が
行
わ
れ
て
い
な
い

 

・
道
路
幅
が
狭
い

 

・
笠
松
大
槻
線
の
道
路
が
通
学
路
な
の
に
狭
い

 

・
冬
期
間
は
道
路
が
狭
く
、
車
の
擦
れ
違
い
が
大
変

 

・
道
路
が
歩
行
者
優
先
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
危
険

 

・
107

号
の
除
雪
管
が
い
つ
ま
で
も
設
置
し
て
い
る

 

・
市
道
の
草
刈
り
に
助
成
金
を
出
し
て
ほ
し
い

 

・
通
学
路
で
あ
っ
て
も
草
刈
り
が
で
き
て
い
な
い
市
道
が
あ
る

 

・
若
い
人
の
出
番
が
少
な
い

 

・
若
者
が
集
ま
ら
な
い

 

・
青
年
会
が
な
い

 

・
行
事
の
負
担
が
多
い

 

・
ど
ん
な
行
事
を
や
っ
て
も
、
集
ま
る
人
は
同
じ

 

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
対
策
が
な
い

 

・
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

 

・
高
齢
化
で
雪
に
勝
て
な
い

 

・
地
域
行
事
に
参
加
す
る
人
が
多
い
の
で
大
事
に
し
た
い

 

・
話
し
か
け
る
と
声
が
返
っ
て
く
る

 

・
隣
近
所
の
助
け
合
い
精
神
が
ま
だ
残
っ
て
い
る

 

・
人
の
心
が
温
か
い

 

・
や
る
気
の
あ
る
人
が
多
い

 

・
6
0
代
が
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る

 

・
元
気
の
あ
る
高
齢
者
が
地
域
を
支
え
て
い
る

 

・
人
情
に
厚
い
高
齢
者
が
元
気
で
、
ま
だ
ま
だ
頼
れ
る

 

・
人
口
が
減
少
し
て
い
る

 

・
若
い
人
が
街
に
出
る
の
で
、
残
る
の
は
高
齢
者
の
み

 

・
若
い
人
が
定
着
し
な
い

 

・
若
い
人
だ
ち
が
定
着
す
る
よ
う
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

み
ん
な
で
作
り
あ
げ
た
い
が
、
助
言
を
願
う

 

・
公
共
交
通
が
少
な
く
、
交
通
の
便
が
悪
い

 

・
交
通
手
段
、
特
に
バ
ス
の
便
が
悪
い

 

・
北
上
西
に
も
工
場
を
誘
致
し
て
ほ
し
い

 

・
企
業
誘
致
が
進
ん
で
い
る
が
、
地
区
内
の
雇
用
は
不
足
し
て
い
る

 

・
企
業
誘
致
が
活
発
で
良
い
が
、
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
な
い

 

・
空
き
家
対
策
が
弱
い

 

・
空
き
家
対
策
が
不
十
分

 

・
空
き
家
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
い
る

 

・
団
地
が
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
入
居
が
促
進
さ
れ
な
い

 

・
空
き
家
が
多
く
、
環
境
が
悪
く
な
っ
て
い
る

 

・
産
業
、
特
に
工
業
が
発
展
し
て
い
る

 

・
他
に
比
べ
る
と
、
北
上
市
は

人
口
が
減
少
し
に
く
い

 

・
北
上
市
は
適
当
な
人
口
の
都

市
で
住
み
や
す
い

 

・
独
身
者
が
多
い

 

・
婚
活
に
対
し
て
市
の
活
動
が

見
え
な
い

 

・
文
化
を
守
る
体
制
が
弱
い

 

・
文
化
財
関
連
の
予
算
や
人
材
が
少
な
い

 

・
子
育
て
や
子
ど
も
の
育
つ
環
境
が
優
し
く
な
い

 

・
小
学
校
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
必
要
で
は
な
い
か

 

・
学
童
保
育
所
が
開
設
さ
れ
る
の
は
良
い
が
、
維
持
に
不
安
が
あ
る

 

～
3

5
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・
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
が
良
い

 

・
森
林
浴
の
環
境
が
あ
る

 

・
山
、
川
、
温
泉
の
恵
み
が
あ
る

 

・
自
然
が
美
し
い

 

・
空
気
が
き
れ
い

 

・
公
害
が
な
い

 

・
自
然
が
豊
富
で
恵
ま
れ
て
い
る

 

・
北
上
は
北
東
北
の
十
字
路
で
交
通
の
便
が
良
い

 

・
温
泉
が
近
い

 

・
区
長
と
自
治
会
長
が
同
じ
な
の
は
良
く
な
い

 

・
あ
じ
さ
い
都
市
の
意
味
が
分
か
ら
な
い

 

・
各
種
補
助
金
が
減
少
し
て
い
る

 

・
敬
老
会
の
補
助
金
を
増
や
し
て
ほ
し
い

 

・
和
賀
川
が
汚
れ
て
き
て
い
る

 

・
機
械
化
農
業
公
社
の
除
雪
は
良
い

 

・
除
雪
は
良
い

 

・
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
る

 

・
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
が
良
い

 

・
街
路
灯
の
補
助
は
良
い

 
・
夜
間
が
暗
く
、
街
路
灯
の
間
隔
を
も
っ
と
近
く
に
し
て
ほ
し
い

 

・
街
路
灯
の
補
助
の
数
が
少
な
い

 

・
街
路
灯
の
補
助
に
つ
い
て
、
地
元
負
担
が
大
変
で
あ
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
取
り
方
も
お
か
し
か
っ
た

 

・
街
路
灯
の
設
置
は
、
小
規
模
の
自
治
会
で
は
経
費
負
担
が
大
変

な
の
で
、
行
政
で
行
っ
て
ほ
し
い

 

・
地
区
ご
と
に
防
火
水
槽
の
設
置
を
願
う

 

・
展
勝
地
さ
く
ら
ま
つ
り
は
も
っ
と
自
由
に
し
て
は

 

・
除
雪
が
遅
い

 

・
雪
が
多
い
の
で
、
除
雪
車
が
来
て
も
す
ぐ
に

埋
も
れ
て
し
ま
う

 

・
苦
情
が
出
な
い
よ
う
な
除
雪
を
し
て
ほ
し
い

 

・
除
雪
が
行
き
届
か
な
い

 

・
合
併
後
の
除
雪
が
雑
で
あ
る

 

・
除
雪
が
下
手
で
、
雪
の
塊
が
残
っ
て
通
行
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る

 

・
買
い
物
が
不
便

 

・
マ
イ
マ
イ
ガ
を
駆
除
し
な
い
と
、
せ
っ
か
く

の
緑
が
食
い
荒
ら
さ
れ
て
い
る

 

・
マ
イ
マ
イ
ガ
の
対
策
が
必
要

 

・
人
口
減
少
で
年
金
な
ど
将
来
が
不
安

 

・
も
っ
と
若
い
農
業
者
が
育
つ
政
策
を
し
て
ほ
し
い

 

・
田
畑
の
荒
れ
地
対
策
が
必
要

 

・
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
出
る

 

・
子
ど
も
た
ち
の
挨
拶
が
気
持
ち
い
い

 

・
米
が
お
い
し
い

 

・
多
面
的
機
能
支
払
が
始
ま
り
、

水
田
環
境
が
良
く
な
っ
た

 

・
交
流
セ
ン
タ
ー
が
使
い
や
す
い

 

・
市
は
市
民
の
声
を
聞
く
姿
勢
が
あ
る

 

・
介
護
が
不
安

 

・
大
学
が
な
い

 

・
樹
木
医
の
専
門
職
が
い
な
い

 

・
風
の
利
用
が
弱
い

 

・
観
光
資
源
が
少
な
い

 

・
沢
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い

 

・
一
般
廃
棄
物
施
設
の
熱
利
用
が
な
さ
れ
な
い
こ
と

 

・
道
路
へ
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
依
然
と
し
て

あ
る
の
で
、
モ
ラ
ル
の
向
上
を
目
指
し
た
い

 

・
近
く
に
低
額
で
使
え
る
プ
ー
ル
が
な
い

 

・
和
賀
に
は
公
園
や
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
い

 

・
行
政
は
、
物
事
を
決
め
る
時
の
対
話
が
不
十
分

 

・
市
は
お
金
が
な
い
と
い
う
が
、
予
算
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず

 

・
市
が
発
注
し
て
い
る
除
雪
な
ど
の
仕
事
が
安
い

 

・
改
善
セ
ン
タ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
管
理
が
不
十
分

 

和
賀
②
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岩
崎

 

・
観
光
資
源
（
ス
キ
ー
場
や
温
泉
）
が
あ
る

 

・
温
泉
が
豊
富

 

・
温
泉
が
近
く
、
健
康
維
持
に
最
適

 

・
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

 

・
若
い
人
の
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
て
き
た

 

・
生
活
感
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る

 

・
小
学
校
、
こ
ど
も
園
、
学
童
保
育
所
が
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
子
育
て
環
境
が
良
い

 

・
い
わ
さ
き
小
学
校
周
辺
の
教
育
環
境
が
す
ば
ら
し
い

 

・
観
光
資
源
を
生
か
し
き
れ
て
い
な
い

 

・
観
光
の
目
玉
と
し
て
夏
油
高
原
温
泉
郷
を

生
か
し
き
れ
て
い
な
い

 

・
夏
油
高
原
ス
キ
ー
場
の
入
込
が
戻
ら
な
い

 

・
温
泉
の
規
模
が
小
さ
く
、
大
型
の
イ
ベ
ン

ト
は
花
巻
温
泉
に
客
が
向
か
っ
て
し
ま
う

 

・
路
線
バ
ス
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る

 

・
公
共
交
通
が
廃
止
に
な
る
方
向
性

 

・
市
中
心
部
と
周
辺
部
で
は
、
公
共
交
通
の

便
、
不
便
が
違
い
過
ぎ
る

 

・
公
共
交
通
が
不
便

 

・
交
通
弱
者
へ
の
施
策
が
不
十
分

 

・
路
線
バ
ス
は
不
便
だ
が
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
利
用
者
は
少
な
い
。

 

・
ご
み
の
投
げ
捨
て
が
多
い

 

・
農
薬
や
洗
剤
な
ど
が
増
え
て
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
心
配

 

・
和
賀
町
内
の
和
賀
川
堤
防
、
河
川
敷
が
荒
れ
て
い
る

 

・
武
道
の
施
設
が
弱
い

 

・
岩
崎
は
郷
土
芸
能
の
宝
庫

 

・
民
俗
芸
能
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

 

・
芸
能
の
宝
庫
で
あ
り
、
各
団
体
が
特
色
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る

 

・
活
用
が
課
題
で
は
あ
る
が
、
岩
崎
城
跡
が
あ
る

 

・
先
取
り
の
気
概
が
あ
る

 

・
自
然
が
豊
か

 

・
水
と
緑
が
豊
か
だ
が
、
環
境
を
守
る
だ
め
の
整
備
が
追
い
つ
か
な
い

 

・
た
め
池
が
大
小
２
ヶ
所
あ
り
、
景
観
が
良
い
（
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
）

 

・
道
路
が
ま
っ
す
ぐ
で
眺
め
が
よ
い

 

・
田
園
風
景
と
住
居
が
マ
ッ
チ
し
て
い
る

 

・
山
や
川
な
ど
の
自
然
が
多
い

 

・
地
域
作
業
に
は
皆
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
る

 

・
「
結
」
の
精
神
が
強
い

 

・
隣
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ

 

・
青
年
会
の
活
動
が
活
発

 

・
若
者
の
団
結
力
が
強
い

 

・
道
路
が
ま
っ
す
ぐ
で
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
出
や
す
く
で
危
な
い

 

・
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
温

度
差
が
あ
る

 

・
集
落
が
広
く
分
散
し
て
い

る
の
で
ま
と
ま
り
に
く
い

 

・
自
治
会
等
の
役
員
に
女
性

が
少
な
い

 

・
県
道
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
市
道
は
手
つ
か
ず

 

・
道
路
整
備
が
進
ま
な
い

 

・
市
町
村
合
併
後
、
道
路
整
備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
遅
れ
て
い
る

 

・
道
路
の
舗
装
が
進
ま
な
い

 

・
市
道
の
草
刈
が
さ
れ
ず
、
交
通
等
に
支
障
が
あ
る

 

・
店
、
病
院
、
金
融
機
関
な
ど
が
遠
い

 

・
行
政
の
手
続
き
が
近
く
で
で
き
な
い

 

・
病
院
、
商
店
が
な
い

 

・
買
い
物
弱
者
へ
の
対
応
が
不
十
分

 

・
定
住
人
口
が
少
な
い

 

・
人
口
が
減
少
し
て
い
る

 

・
空
き
家
が
多
い

 

・
跡
継
ぎ
が
い
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る

 

・
農
業
の
後
継
者
が
少
な
い

 

・
若
い
世
代
が
利
便
の
良
い
中
心
部
に
引
っ
越
し
て
、
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
が
増
え
て
い
る

 

・
子
ど
も
が
少
な
い

 

・
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
議
会
で
の
対
策
が
見
え
な
い

 

・
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
 

・
地
元
に
い
る
と
、
良
い
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
い

 

・
市
の
中
心
部
に
職
業
が
集
中
し
て
い
る

 

・
学
力
が
な
か
な
か
伸
び
な
い

 

・
義
務
教
育
の
公
立
小
中
学
校
に
特
色
が
な
い

 

・
旧
岩
崎
小
学
校
が
手
つ
か
ず

 

・
岩
崎
は
雪
が
多
い

 

～
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藤
根
①

 

・
地
域
行
事
へ
の
参
加
率
が
和
賀
地
区
は
高
い

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
動
が
で
き
て
い
る

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
あ
る

 

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
、
地
区
の
特
色
が

よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

 

・
元
気
な
高
齢
者
が
多
い

 

・
多
目
的
催
事
場
が
あ
る
お
か
げ
で
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
で
き
、
高
齢
者
が
元
気

 

元
気
の
い
い
高
齢
者
が
地
域
を
支
え
て
い
る

 

・
小
学
生
の
朝
の
挨
拶
が
す
ば
ら
し
い

 

・
子
ど
も
の
挨
拶
が
気
持
ち
い
い

 

・
道
路
ほ
で
こ
ぼ
こ
が
多
い

 

・
市
道
の
舗
装
を
直
し
て
ほ
し
い

 

・
道
路
が
悪
く
、
直
さ
な
い

 

・
道
路
の
舗
装
を
要
望
し
て
い
る
が
、
対
応
が
遅
い

 

・
道
路
の
舗
装
整
備
を
や
っ
て
も
ら
え
な
い

 

・
道
路
舗
装
の
優
先
順
位
が
地
域
計
画
と
違
う
が
、
議
会
で
承

認
し
て
い
る
の
が
お
か
し
い

 

・
市
道
の
草
刈
は
誰
が
や
る
の
か

 

・
市
道
の
脇
の
草
が
伸
び
放
題
の
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
個
人

と
契
約
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
は
ど
う
か

 

・
雪
解
け
後
に
、
道
路
に
穴
が
開
い
て
車
や
自
転
車
が
危
な
い

 

・
２
軒
以
上
の
家
が
あ
る
場
合
、
砂
利
道
は
危
険
な
の
で
４

メ
ー
ト
ル
以
上
の
市
道
は
舗
装
し
て
ほ
し
い

 

・
市
全
域
で
、
通
学
路
に
は
歩
道
を
作
っ
て
ほ
し
い

 

・
国
体
開
催
へ
の
予
算
投
資
も
必
要
だ
が
、
道
路
整
備
へ
の
配

分
も
考
慮
し
て
ほ
し
い

 

・
藤
根
４
区
の
旧

107
号
は
側
溝
の
ふ
た
が
古
く
、
破
損
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
補
修
が
必
要

 

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
錆
び
て
き
た

 

・
藤
根
地
区
に
は
病
院
が
な
い

 

・
藤
根
、
長
沼
地
区
に
は
病
院
・
医
院
が
な
い

 

・
近
く
に
病
院
が
な
い

 

・
若
い
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

 

・
地
域
に
若
者
が
減
少
し
て
き
て
い
る
の
で
心
配

 

・
子
ど
も
が
少
な
い

 

・
長
沼
地
域
は
世
帯
数
が
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
人
口
は
減
少
し
て
い
る

 

・
市
の
東
部
・
西
部
地
区
で
は
人
口
が
減
少
し
て
い
る

 

・
水
と
緑
が
豊
か

 

・
自
然
が
豊
か

 

・
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る

 

・
西
山
が
い
つ
で
も
見
え
る
自
然

環
境
が
良
い

 

・
自
然
が
多
く
住
み
や
す
い

 

・
和
賀
町
は
自
然
が
多
く
好
き
な

ま
ち
で
す

 

・
企
業
や
工
場
が
増
加
し
、
雇
用
が
拡
大
し
て
い
る

 

・
藤
根
地
区
は
子
供
が
増
え
て
い
る

 

・
北
上
市
は
人
口
の
減
少
率
が
低
い

 

学
校
か
ら
遠
く
て
も
歩
い
て
い
る
児
童
が
い
る
の
で
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
改
善
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

 

・
協
調
性
が
な
い
の
か
、
地
区
の
行
事
の
参
加
が
少
な
い

 

・
平
和
記
念
展
示
館
の
施
設
整
備
に
力
を
い
れ
て
ほ
し
い

 

・
平
和
記
念
展
示
館
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
早
急
に
取
り
除
い

て
も
ら
い
た
い

 

・
和
賀
東
小
学
校
付
近
で
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
る
人

が
い
て
不
安
で
あ
り
、
事
件
が
起
き
な
け
れ
ば
と
思
う

《
※
つ
な
ぐ
会
実
施
後
に
担
当
課
へ
情
報
提
供
し
、
担
当

課
か
ら
学
校
に
連
絡
を
し
た
こ
と
も
確
認
し
た
》

 

・
空
き
家
の
増
加

 

・
空
き
家
が
増
え
た

 

・
企
業
へ
の
技
術
的
な
支
援
は
し
て
い
る
の
か

 

・
企
業
が
増
え
な
い
の
は
、
人
的
、
技
術
的
な

も
の
か
、
市
か
ら
の
支
援
が
な
い
の
か

 

・
買
い
物
が
便
利
に
な
っ
た

 

・
平
和
観
音
が
あ
り
、
平
和
へ
の
思
い
が
強
い

 

・
区
・
班
の
衛
生
担
当
者
が
熱
心
に
や
っ
て
い
る

 

・
山
菜
、
キ
ノ
コ
が
お
い
し
い

 

・
自
然
災
害
が
少
な
い
地
域

 

・
多
面
的
機
能
支
払
制
度
は
、
将
来
も
継
続
さ
せ
て
ほ
し
い

 

後
藤
野
は
今
の
ま
ま
で
十
分
良
い

 

・
地
産
地
消
が
で
き
て
い
る

 

県
内
で
は
第
２
位
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
、
う
ま
く
利
用
し
た
い

 

水
道
水
が
お
い
し
い

 

・
ス
キ
ー
と
ゴ
ル
フ
が
同
時
期
に
で
き
る

 

・
犯
罪
が
少
な
い
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・
公
共
交
通
手
段
が
少
な
い

 

・
和
賀
地
区
か
ら
中
心
部
の
病
院
へ
行
く
公
共
交
通
手
段
が
な

い
の
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
る

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
和
賀
に
も
必
要

 

・
公
共
交
通
が
弱
体
化
し
て
い
る

 

・
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
が
必
要
な
の
か

 

・
の
り
た
く
を
も
っ
と
充
実
し
て
ほ
し
い

 

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
、
そ
の
日
の
議
会
は
放
送
す

る
が
、
そ
れ
以
外
は
放
送
が
遅
く
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
で
あ
る

 

・
北
上
市
は
自
殺
者
が
多
い

 

・
北
上
市
は
他
市
と
比
べ
て
自
慢
で
き
る
も
の
が
な
い
よ
う
に

感
じ
て
い
る
が
、
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
広
め
て
ほ
し
い

 

・
1
3
号
の
交
通
量
が
多
い

 

・
あ
じ
さ
い
都
市
が
理
解
で
き
な
い

 

・
大
学
が
な
い

 

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
で
あ
る
後
藤
野
野
中
線
に
歩
道
を

要
望
し
て
い
る
が
、
動
き
が
見
え
な
い

 

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
動
に
伴
う
交
通
安
全
施
設
の
改
良
（
特
に
歩
道
）

が
進
ん
で
い
な
い

 

・
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
た
ら
、
交
通
事
故
が
起
き
る
の
が
心
配

 

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
動
に
伴
い
、
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
に
交
通
量
が
増
え

る
と
思
う
が
、
道
路
が
狭
い

 

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
、
当
初
は
地
域
住
民
の
福
利
厚
生

に
資
す
る
施
設
を
作
る
約
束
だ
っ
た
が
、
な
し
崩
し
で
何
も
な
い
の
か

 

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
発
電
は
地
元
に
安
価
に
還
元
し
て
ほ
し
い

 

・
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
温
熱
利
用
を
考
え
て
ほ
し
い

 

・
後
藤
野
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
際
に
は
、
ゴ
ミ
袋
の
無
料
化

を
希
望
す
る

 

・
水
路
に
危
険
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
市
で
は
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ

 

・
市
議
会
議
員
の
後
継
者
が
い
な
い

 
・
市
職
員
で
１
日
休
み
を
と
っ
て
い
る
の
に
、
夕
方
出
勤
し

残
業
代
を
も
ら
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
は
お
か
し
い

 

・
多
目
的
催
事
場
を
利
用
し
て
、
土
沢
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な

ア
―
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
展
を
開
い
て
ほ
し
い

 

・
犬
の
排
泄
物
を
始
末
し
な
い
飼
い
主
が
い
る

 

・
ス
ポ
ー
ツ
宣
言
都
市
な
の
で
体
育
施
設
の

使
用
料
は
無
料
に
す
べ
き
で
は

 

・
高
齢
者
が
活
躍
し
て
長
生
き
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
望
む

 
・
市
政
に
対
し
て
、
世
代
の
思
い
の
差
を
感
じ
ま
す

 

・
道
端
の
ご
み
が
増
え
た

 

・
藤
根
地
区
の

1
0
7
号
沿
い
に
道
の
駅
的
な
地
域
型
の
集
合
販
売
施
設
が
ほ
し
い

 

・
ま
ち
の
中
心
部
は
ど
こ
な
の
か
と
思
う
ほ
ど
、
商
店
街
が
寂
し
い

 

・
郷
土
芸
能
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
の
人
間
形
成
に
も
必
要

 
・
第
三
セ
ク
タ
ー
の
赤
字
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い
る
の
か
疑
問

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
開
局
ま
で
の
道
の
り
が
長
い

 

・
雪
の
有
効
利
用
を
考
え
て
ほ
し
い

 

・
中
学
生
の
自
転
車
の
マ
ナ
ー
が
悪
い

 

・
自
治
協
や
交
流
セ
ン
タ
ー
の
行
事
が
多
く
役
員
が
大
変

 

・
地
域
の
教
育
力
向
上
に
各
交
流
セ
ン
タ
ー
に
５
万
円
を
出
す
と
言
っ
て
い
る
が
、
交
流
セ
ン

タ
ー
頼
み
は
無
理

 

・
役
員
の
な
り
手
が
少
な
い
の
で
同
じ
人
た
ち
で
や
る
し
か
な
い

 

・
市
当
局
で
や
る
べ
き
こ
と
を
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
事
業
を
丸
投
げ
し
て
い
る

 

・
行
財
政
改
革
と
称
し
て
、
施
設
の
管
理
な
ど
の
負
担
を
受
益
者
や
地
域
に
押
し
付
け
て
い
る

 

・
観
光
面
で
は
、
他
県
か
ら
来
た
人
に
見
せ
る
と
こ
ろ
が
な
い

 

藤
根
②
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黒
沢
尻
北
黒
沢
尻
東
黒
沢
尻
西

立
花

飯
豊

二
子

更
木

黒
岩

口
内

稲
瀬

相
去

鬼
柳

江
釣
子

和
賀

岩
崎

藤
根

道
路
整
備
・
除
雪
・街

路
灯

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

1
6

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

1
0

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

8

公
共
交
通

〇
〇

〇
〇

〇
〇

6

農
業
関
連

〇
〇

〇
〇

〇
5

空
き
家
・空

き
地

〇
〇

〇
〇

4

環
境
・ゴ
ミ

〇
〇

〇
〇

4

子
育
て
環
境

〇
〇

〇
3

医
療
介
護

〇
〇

〇
3

下
水
道

〇
〇

2

地
域
間
格
差

〇
〇

2

自
治
組
織
・
交
流
セ
ン
タ
ー

〇
〇

2

体
育
施
設
・
公
園

〇
〇

2

展
勝
地
・さ
く
ら
ま
つ
り

〇
1

山
の
荒
廃

〇
1

観
光
関
連

〇
1

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

〇
1

「
わ
る
い
と
こ
」
と
し
て
出
さ
れ
た
意
見
　
（
３
件
以
上
の
意
見
が
出
さ
れ
た
項
目
）

～
4
0
～



≪各地区でいただいたご意見に、担当の常任委員会がお答えします》  

総務常任委員会 

地区名  意見  回答  

黒沢尻

北  

駅前通りに通行人が少なく

活気がないので、集客の対策を

考えてほしい。  

駅前の賑わい形成については、北上市政策評

価委員会の平成 26 年度外部評価報告書でも「市

の方針と対策を明示すべきであり、市は構想や

対策を策定するための取り組みを早急に開始す

べきである」と記載されており、対策の推進を

求めたいと考えます。  

黒沢尻

東  

北上川の増水で、水害の心配

がある。  

３年をかけてハザードマップを作成して全戸

配布となり、現在は、土砂災害の恐れがある地

域への説明会が開催されています。水害が心配

な地域への説明会は、これから実施予定とのこ

とです。  

また、市では県に対して、堤防等の整備に関

する国への働きかけを要望し、県からは国に整

備促進の要望を行うとの回答を得ています。  

黒沢尻

西  

交流センターへの施設の充

実や人的配置をお願いしたい。

地域のまつりの山車や囃子に

補助金を多くしてほしい。  

地域づくり組織の役割が増していますので、

体制の強化が課題であることは議会でも同様の

認識を持っています。地域づくり総合交付金は、

ある程度地域づくり組織の裁量で予算配分する

ことができることになっているため活用するこ

ともできます。  

飯豊  
16 地区の交流センターの事

業や補助金に格差がある。  

地域づくりに関する事業費は、地域づくり総

合交付金として、地域づくり組織への交付とな

っています。地域づくり事業は、均等割りのほ

か、人口割や面積割を考慮して算定されていま

す。また、交流センターに関する指定管理料に

は、生涯学習に関する事業費が盛り込まれてい

ます。年額 79 万円ですが、人口の多い地区には

３万円または８万円を加算しています。  
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地区名  意見  回答  

立花  少子高齢化が進んでいる。  
少子高齢化は全国的な課題です。子育て環境

の充実と高齢者福祉の向上に向けた取り組みが

必要と認識しています。市では、北上市あじさ

い都市推進本部・総合戦略部会を平成 27 年１月

に設置し、平成 27 年度中に北上市版総合戦略・

人口ビジョンの策定をすることになっていま

す。  

口内  人口減少が続いている。  

鬼柳  

子どもが少なくなり、高齢化

も進んでいる。  

色々な行事への参加者が少

なくなっているなど、地域のつ

ながりが希薄化している。  

現状の課題の認識は共有できていますので、

改善につながる取り組みについて調査研究して

いきます。  

二子  区長配付文書の減量が必要。 

当局では、配布物の内容が区長配付としてふ

さわしいか、広報紙に一元化できないか、区長

以外の配布方法はとれないか等をチェックした

上で配布を依頼しています。なお、区長の業務

全体についての検討が進められています。  

黒岩  
公共交通が無い。 10 年後の

交通方法が心配。  

公共交通機関が整っている地域、コミュニテ

ィバスで対応している地域、乗合タクシーや有

償輸送等が運行されている地域と、それぞれ地

域の状況に合わせた対応がなされています。今

後はあじさい都市推進本部において、地域拠点

づくりと共に幹線交通、支線交通のあり方が検

討されます。  

和賀  

公共交通が少なく、交通の便

が悪い。交通手段、特にバスの

便が悪い。  

藤根  
公共交通手段が少ない。コミ

ュニティバスは和賀にも必要。 

更木  
コミュニティバスの便が悪

い。  

路線バスの廃止により、コミュニティバスの

路線拡大の希望があり、当局では、利用しやす

くなるように路線の検討をしています。  

稲瀬  

①  上門岡地区までのバスが運

行していないので不便。  

②  コミュニティバスの運行を

望みたい。  

①  稲瀬地域の乗合タクシーの利用が可能です。 

②  現在のところ、運行の予定はありません。当

局では、地域の皆様と黒沢尻・岩谷堂線の利用

促進のための話し合いを実施しています。  

  

～42～  

 



地区名  意見  回答  

相去  
相去にはコミュニティバス

が来ていない。  

相去５区と６区で、相去地区自治協議会が市

内タクシー会社へ委託して乗合タクシーを運行

しています。これは、地域で協議した際、コミ

ュニティバスを運行する程の利用者の見込みが

無かったので、乗合タクシーとなったものです。

相去地区に限らず、利用者の見込み人数によっ

て、支線交通の手段が検討されています。  

岩崎  

路線バスが廃止になる方向

性にあり、現状で不便である

が、乗り合いタクシーの利用も

伸びない。  

夏油温泉線については、バス事業者から今年

の冬には廃止にする意向を受けています。当局

では、温泉組合と協議し、現在観光路線として

のあり方を検討しています。市は、公共交通の

確保策として乗り合いタクシーの活用を進めて

いますが、市内の乗り合いタクシーの運営方法

は、地域によって異なっています。地域の利用

拡大には地域内での更なる検討が必要です。  

江釣子  

公民館が古くなってきたが、

建て替えや改修などの経費に

ついて補助が欲しい。人口が増

えて公民館が狭くなったが、建

て替えるための補助制度が必

要。  

建て替え等においては、コミュニティ助成事

業（宝くじ助成）が活用されていますが、採択

件数が少なく、地域の要望すべてに対応出来て

いない状況です。また、市の事業としては、自

治公民館整備費補助金（改築は 150 万円、給排

水設備更新や修繕は 50万円の補助）があります。 
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≪各地区でいただいたご意見に、担当の常任委員会がお答えします》  

教育民生常任委員会 

地区名  意見  回答  

黒沢尻

北  
図書館が整備されている。  

中央図書館の蔵書冊数はおよそ 17 万冊となっ

ており、平成 26 年度における図書の受入冊数は

8,097 冊と、毎年図書の充実に努めています。  

黒沢尻

東  

老人施設は、費用が高く数

も少ない。  

平成 25 年度にグループホーム（認知症対応型

共同生活介護）が６か所、26 年度に地域密着型特

別養護老人ホームが２か所、小規模多機能ホーム

が１か所開設しています。  
飯豊  

介護施設（特に療養型施設）

が充足していない。  

黒沢尻

西  

最期まで自宅で安心して暮

ら せ る シ ス テ ム が あ れ ば よ

い。  

ひとり暮らしの高齢者等に対して、①緊急時医

療情報シートを入れたボトルの配布・設置、②高

齢者相談員の設置、③緊急通報装置の貸与などを

行っており、虚弱なひとり暮らし高齢者に対して

は寝具の洗濯サービスを委託により実施してい

ます。また、低所得者のひとり暮らし高齢者に対

しても、①電話機の貸与や電磁調理器等の給付、

②電話及び水道料金の一部助成を行うなど様々

な事業を行い、ひとり暮らしの高齢者でも安心し

て暮らせるよう努めています。  

江釣子  
独居高齢者が増加し、支援

が必要。  

和賀  
ひとり暮らしの高齢者への

対策がない。  

鬼柳  
一人暮らしの高齢者が増え

ている。  

更木  高齢者が元気。  平成 26 年度は 100 歳以上の方が 56 名ほどで、

高齢者の皆様は元気です。議会としては、長寿を

祝う敬老会に対する市の交付金をもっと増額す

るよう、市当局に働きかけているところです。   

藤根  元気な高齢者が多い。  

稲瀬  

元気のいい高齢者が地域づ

くりを支えている。  

高齢者のバスのおでかけ券

は、あまり使われていないの

ではないか。  

「高齢者バス運賃助成事業」についてのことと

思われます。平成 26 年度は助成券を交付した人

数が 1,185 人で利用率が 76.44％となっておりま

す。市では、交付の際にアンケートを実施するな

ど、利用者の実態把握に努めているところです。 
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地区名  意見  回答  

二子  

北上市は自殺者が多いと聞

くので、秋田にならって対策

を強めてはどうか。  

自殺者は、平成 22 年度の 40 人をピークに 25

年が 27 人、26 年が 24 人と減少傾向となっていま

す。市では、自殺対策の一つとして「こころの体

温計」というストレスやいじめのサインを診断で

きるシステムを市のホームページからアクセス

できるようにしています。なお、この「こころの

体温計」が市のホームページからアクセスできる

ようになったのは、議会の一般質問の際に議員が

提言したことにより実現したものです。  

藤根  北上市は自殺者が多い。  

相去  
市 内 に 特 別 支 援 学 校 が な

い。  

市内に特別支援学校又は分教室を新設するこ

とについては、平成 26 年度に市が県に対し要望

を行いました。現在は、分教室の設置に向けた検

討が進められています。  

岩崎  旧岩崎小学校が手つかず。  

旧岩崎小学校跡地については、公売を実施した

結果、応募者がいたことから売却する予定となっ

ております。  

立花  

小中学校の統合を早くして

ほしい。小学校の統廃合の具

体的な展望がほしい。  

より良い教育環境づくりと望ましい学校教育

の実現のため、小中学校の適正配置と規模の適正

化を図る必要があり、小規模化している小中学校

については統合を基本として適正規模化を進め

ることとしています。平成 28 年度に「小中学校

適正配置基本計画」を策定する予定です。  
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≪各地区でいただいたご意見に、担当の常任委員会がお答えします》  

産業建設常任委員会 

地区名  意見  回答  

黒沢尻

北  

駅前の通行人が少なく活気

が無いので、集客の対策を考え

てほしい。  

当局では、平成 25 年３月に作成した北上市地

域商業ビジョンを基に、関係機関と協議しなが

ら対応していくこととしています。商業団体が

実施するハード事業やソフト事業に対して、対

象経費の一部を支援する制度があるほか、低利

な資金調達を可能とする融資制度もあります。  

黒沢尻

東  

中心部の集客が悪く、街中が

寂しい。  

飯  豊  
若者が魅力を感じるような

大型商業施設が少ない。  

黒沢尻

西  

空き家が多く、周辺の雑草に

困っている。  

平成 26 年度に、市内の空き家状況調査が行わ

れ、今年度中の「（仮称）北上市空き家等対策計

画」策定が予定されています。空き家の適正管

理を促進するとともに、相談窓口の開設や空き

家バンク制度の運用により、移住や定住化を含

めた空き家の有効活用が検討されています。  

二  子  
空き家が増加しているので、

対策をしてほしい。  

立  花  

さくらまつり期間の交通渋

滞を解消させるための対策が

必要ではないか。  

旧北上病院跡地など市内３ヶ所に臨時駐車場

を設置し、シャトルバスを運行しての渋滞緩和

が図られています。  

更  木  
松くい虫の被害があるなど

山林が荒れている。  

平成 26 年度においては、森林病害虫防除事業

で県または市が定めた区域を材積約 265 ㎥、保

全松林再生整備事業で保安林や公園等を材積約

275 ㎥の松くい虫駆除が実施されました。  

黒  岩  

地域の人口が減少している

ことから若者のＵターン就職

を望む。  

北上雇用対策協議会では、北上で働きたい

Ｕ・Ｉターン就職希望者に対して、企業情報や

就職フェア等の情報を提供したり、企業とのマ

ッチングを実施したりしています。  

口  内  
農地の放棄地が増加してお

り、対応してほしい。  

平成 26 年度より開始した農地中間管理機構に

おいて、農地の貸し手と受け手の仲介をしてい

る他、農地を貸し付けた地域及び個人には協力

金が支払われており、農地集約を促進する取り

組みがなされています。  
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地区名  意見  回答  

稲  瀬  
農産物のブランド化が進ん

でいない。  

農林部農林企画課内に産業連携推進係が設置

され、農商工連携や６次産業化を推進していま

す。また、農林畜産物のブランド向上に資する

事業も展開されています。  

相  去  

南部工業団地やオフィスア

ルカディアの道路の除草につ

いて、地区で草刈りをした後に

業者でやっている。改善してほ

しい。  

情報を共有し、地域と連携して取り組むよう

に当局へ申し伝えます。  

鬼  柳  
和賀川に橋がもう１本あれば、

渋滞緩和になるのではないか。 

橋を新設するには、 50 億円程度かかるとも言

われており、財政的な面からも難しいと思われ

ます。  

江釣子  

芸能まつりは、開催時期と市

民パレードについて再度検討

すべきではないか。  

みちのく芸能まつり実行委員会において、毎

年内容や開催時期等が協議されています。現在

は８月第１金曜日から３日間の開催とし、市民

パレードは初日の実施となっています。今年度

はアンケート調査を実施し、来年度の開催に向

けた検討材料となります。  

和  賀  
もっと若い農業者が育つ政

策をしてほしい。  

青年就農者の定着支援のため、１年あたり１

人 150 万円を最長５年間にわたって給付する青

年就農給付金の制度が平成 24 年度から始まって

います。平成 26 年度は 25 名に給付されました。

また、農業指導士等から技術的支援を受けられ

る新規就農者育成支援事業も行われています。  

岩  崎  

夏油高原スキー場の入込数

が減少しているが対策をして

いるのか。  

スキー場の運営事業者である株式会社北日本

リゾートでは、入込数の増加を目指し、外国人

の誘客強化や新たなコースの設定等の対策を考

えていると聞いています。  

藤  根  
企業への技術的な支援はし

ているのか。  

基盤技術支援センターでは、各種精密測定機

器を安価に開放し、企業の観察・計測・測定の

支援が行われています。また、岩手大学工学部

付属金型研究センターへ事業委託し、金型技術

の高度化や課題解決に取り組まれています。  
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≪どの地区からも多くの御意見があった道路関係について≫  

意見  回答  

古くて狭い道路や未舗装道路が多く、

災害時に心配である。  
修繕や補修が必要な箇所が早期に発見でき

るよう、道路維持作業を行う非常勤職員６人が

パトロールカーで巡回しています。簡単に対応

できるものは業者に依頼せずに、その場でパト

ロールの職員が処理しています。  

市で全体的に道路が悪く、傷んでいる

ところがある。  

雪解け後は、道路に穴が開いていて危

ない。  

 市道の脇の草がかなり伸びており、対

応してほしい。  

道路管理事業において、路面清掃、除草、剪

定等が実施されています。限られた予算の中で

すべての市道の除草を委託することは非常に

困難であり、道路愛護会等の御協力を得るなど

してどうにか実施している状況です。なお、平

成 26 年度の道路管理委託件数は、85 件でした。 

除雪が遅く、あまり上手くもない。  平成 24 年度より除雪出動基準を 15 センチか

ら 10 センチに変更すると共に、除雪状況を市

のホームページから確認できるようになって

います。ご意見については当局に申し伝え、改

善を促します。  

除雪は業者によって差があるので、市

で監視しチェックしてほしい。  

冬期間は除雪した雪で道路が狭くな

り、車のすれ違いが大変である。  

道路の新設計画が遅れている。  
 地域計画で定められた優先順位によって順

次進められております。  

さくら野百貨店前のスクランブル交差

点に疑問がある。  市民からそのような声があることは承知し

ておりました。岩手県警と協議するように当局

へ働きかけます。  

諏訪町の一方通行や、自転車道の入り

口のポール及び歩道のチェーンを改善し

てほしい。  
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アンケート自由記入欄（市民と議会をつなぐ会について）  

№ アンケート内容 

1 今回の会の進め方は大変良かった。皆が発言することができて良かった。 

2 議会報告について、もう少し時間が欲しかった。 

3 

この方式には反対だが、やるのであれば議員の方はもう少しきちんと理解してやってほしい。自分が模造紙に書くのだ

ったら、もっときちんとした字を書く姿勢が必要ではないかと思う。安易に取り入れ過ぎであり、言いっぱなし、書き

っぱなしで終わり、参加者同士の話し合いができない。その後の結果にも期待できない。 

4 議会側からの報告事項が少ない。もっと時間をとった方が良い。 

5 年１回の開催が少ない。 

6 よい計画であり、楽しかったです。 

7 ワークショップ形式は新しいと思いました。 

8 地元の議員さんともっと話し合いが必要。市とのパイプ役が不足している。 

9 もっと議員の先生方の課題を知らせてほしい。 

10 若い世代の人が多く参加できるように議員の皆さんはどう考えるのか。 

11 皆さんもっと言いたいことがあると感じました。年に何度かあると良い。 

12 
議員からの報告の主旨がいまいち不明であった。報告なのか問題提起なのか、議題を明確にしてほしかった。ワークシ

ョップは良いと思います。今回の意見はまとめて地区の方全員に配布してほしい。 

13 長期継続で住民の声を吸い上げて改善を早期にお願いしたい。ご苦労様でした。 

14 内容がわからなかったため、最初とまどいがあった。北上はほどほどでいいが、メインがない。 

15 
グループでの話し合いの時間をもう少し長くしてほしかった。グループワークのテーマについて、初めから指定及び事

前にお知らせ等してほしかった。 

16 ワークショップ方式は良かった 

17 班単位で発表したまでは良いが、掘り下げて議員との意見交換ができればよかった。 

18 人集め、ＰＲをもっとすべき。 

19 今後とも継続願います 

20 時間が足りない。グループで意見交換を深められたら更に理解できたのではないか。 

21 住民の声を拾う努力を！  

22 集まっている方々の間ですら、互いの地域のことが分かっていない。 

23 若い人が集まるような案内をすべきだと思う。老人会では意味がないと思う。 

24 市政について、もっと関心を持っていく必要性がある 

25 話せるチャンスをいただいたことありがたく思っております。 

26 発言の時間がもっと必要。 

27 時間の配分が良くない。 

28 ワークショップは勉強になった。自分でも気がつかないことがあった。 

29 議員は市全体を知る意味でこの機会は大事。声を参考にして下さい。 

30 参加者がもう少し多いと良い。 
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31 今日、話が出た箇所は現地視察して欲しい。 

32 ワークショップは時間が足りなかった。考える時間がもっと欲しい。  

33 市民の意見を聴こうという姿勢が伝わった。国会議員とは違う！ 

34 グループ討議は必要ない。議会報告で良い。 

35 意見交換の話題が片寄っていた。 

36 開催告知が遅すぎる。 

37 議員の説明はまたまだ課題はあるが分かりやすかった。 

38 若い女性への結婚支援を進めて欲しい。 

39 初めての参加でしたが、色々考えさせられた。 

40 若い人も参加できれば良いが、年配者の声も聴いて反映して欲しい。 

41 意見交換の時間がもっと多いと良かった。初めての参加でしたが貴重な時間だった。 

42 もっと人が集まれば良かった。呼びかけの工夫が欲しい。 

43 
参加者が少ないので、今後は女性、高齢者、青年、中高年というように階層別で実施してはどうか。その際には、それ

ぞれの団体に参加者をまとめてもらってはどうか？ 

44 ＰＲ不足。若者や女性の参加者が少ない 

45 もっと同じテーブルに座った同士のコミュニケーションの時間をとれると、横のつながりが生まれる 

46 こういう機会を与えてくださり良かったです 

47 会場が狭く、よく聞こえなかった。 

48 会場設営をもう少し工夫できないか。 

49 
初参加しました。学童の話ができ、とても充実した時間でした。地域の皆さんと接する機会があまりないので、このよ

うな機会をたくさん持てたらいいなと思います。 

50 初めて参加しました。また参加したいと思います。とても良かったです。 

51 地域の方と様々な話が聞くことができ大変よかったです。ありがとうございました。 

52 問題提供は良いと思うが、事前にやり方等を知らせたら良いのでは。 

53 議員と市民が直接話せる機会となり、大変良いと思います。今後も継続のこと。 

54 ワークショップは新しい試みで良かったが、時間が短かった。 

55 良い所、悪い所がぱっと出てこなかった。 

56 議会の話はよく分からなかったが、意見交換は話しやすくてよかった。こういう機会はとても良い 

57 つなぐ会の成果も報告してほしい 

58 開催告知が遅すぎる 

59 初めて参加させていただき、市政に関心が持てて良かった 

60 議員の方から稲瀬地区をどう思っているか聞きたかった。 

【担当の広聴広報特別委員会から】 

市民と議会をつなぐ会に関する多くのご意見・ご感想を記入していただき、誠にありがとうございました。今回は初めて

ワークショップ形式で意見交換を行ったため、戸惑われた方もいらっしゃったようですが、多くの参加者から多様な意見を

伺うことができました。周知や進行についてまだまだ課題もありますが、今後も市民の皆様の意見を議会に反映させるため、

市民と議会をつなぐ会を継続して参りますので、ご参加をお願いいたします。 
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アンケート自由記入欄（その他） 

№ アンケート内容 

1 政策を集約しながら、行政側との意見交換もして欲しい。 

2 あじさい型まちづくりがわかりにくい。 

3 いろいろな担当課が来て説明会をするが、地域への市の窓口は１本化して欲しい。 

4 地域計画が具体化（実現）できるよう願う。進み具合が遅い。 

5 
北上市全体をとらえる場合「ダブルスタンダード」の視点が必要。「周辺部は北上の宝」という意識を浸透させる。中

心部の視点と周辺部（和賀町と河東地区）の視点の「ダブルスタンダード」を明確にして施策を推進すべき。 

6 市の税金を有効に使ってほしい。無駄をなくす。 

7 第３セクターが見えてこない 

8 夏油スキー場、ケーブルテレビ、さくら野等は、行政は行政、議会は議会で判断すべき。第３セクター全てダメ。 

9 特別会計の実態を明らかにし、実態に見合った箱モノプランを。 

10 若い女性への結婚支援を進めて欲しい。 

11 市職員の地域参加を本気で考えてほしい 

12 
小中学校の統合が課題となっている。小中一貫校（単なる統合の一形態でなく、学区外応募も視野に入れた学力向上対

策校）の実現を。 

13 当地域も少子化が進んでおり、子育て環境の早期改善、環境作りが必要と考える。 

14 少子高齢化の対策を議会でも話してほしい。研修も実施していると思うが、その内容等も知りたい。 

15 年金受給者と生活保護者と行き違い（逆転）してはいけないと思う。 

16 済生会病院への支援について、透明性をもって！ 

17 ペットの墓が一杯と聞いていますが、どこかへ作ってください。 

18 格安の老人ホームってできないの？15年後あたりがピークになり大変だよ。年金も下がるだろうし。 

19 
コンビニ店などから毎日出される期限到来の廃棄食料品を貧困、生活保護申請世帯などへ無料支給して財政圧迫をなる

べく軽減させる 

 

 

 

市民と議会をつなぐ会に参加いただきました皆様、 

またアンケートにご協力いただきました皆様、 

誠にありがとうございました。 

 

 

～51～ 

 


